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大管長会メッセージ

天父のみ業 に携わる

副 管 長

N・ エ ル ド ン ・タ ナ ー

噸 の聖 なる季節の喜びを，皆 さんや皆 さ
一

んの愛す る人々と共にすることができ

て大変 うれ しく思います。

私は今，神殿の中で教 えておられた救 い

主が父 ヨセブ と母マ リヤにお答えになった

言葉 を思い出 しています。その時，救い主

は12歳 で した。マ リヤは，心配 して3日 間

も捜し歩いたことを言います。「どうしてこ

んな事 をして くれたのです。ごらんなさい，

お とう様 もわたしも心配 して， あなたを捜

していたのです。」(ル カ2：48)そ れに対

して，救い主からは御 自身の使命 を悟 った

答 えが返ってきます。「どうしてお捜 しにな

ったのですか。わた しが 自分の父の家にい

るはずの ことを，ご存 じなかったのですか。」

(ル カ2：49)

私 た ちは今，まさしく天父のみ業に携わ.

っているわけですが， これほ どまでに心に

暖かいもの と満足感 を与えて くれる仕事が

ほかにあるでしょうか。

毎年 この季節が来 ると，私たちはイザヤ，

ノア，エ レミヤによって啓示 された旧約聖

書の予言の成就 と， リーハイや ニーファイ，

ベ ンジャ ミン王など新世界の予言者たちに

よって告げ られたしるしと予言が成就 した

ことを祝 います。ル カは，この聖なる誕生

の様子 を次のように簡潔に記録 しています。

「ところが
，彼 らがベ ツレヘムに滞在 し

ている間に，マ リヤは月が満 ちて，初子を

産み，

布 に くるんで，飼葉おけの中に寝かせ た。

客間には彼 らのいる余地がなかったからで
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ある。……

す ると主の御使が現れ，主 の栄光が彼ら

をめ ぐり照 したので，彼らは非常 に恐れた。

御使は言った，『恐れるな。見 よ，すべて

の民に与 えられる大 きな喜びを， あなたが

たに伝 える。

きょうダビデの町に，あなたが たのため

に救主がお生れになった。このか たこそ主

なるキ リス トである。

あなたがたは，幼な子が布に くるまって

飼葉おけの中に寝か してあるのを見るであ

ろっ。それが， あなたがたに与えられるし

るしである』。

するとたちまち，おびただ しい天の軍勢

が現れ，御使 と一緒になって神 をさんび し

て言った，

『いと高 きところでは
，神 に栄光がある

よっに，地の上では，み心にかな う人々に

平和があるように』。」(ル カ2：6-7，9

-14)

振 り返 って見る と，この1年 間，私たち

は主の教会の歩み とい うまた別の予言の成

就に思いを馳せてきました。今年1980年 は，

福音が回復されて150周 年 に当た りました

が，福音のメッセージを受け入れる人々は

これからも多 くの祝福にあずかることがで

きるでしょう。過去150年 の 間に，教会は

わずか6名 で発足 したものが，今 日では400

万人 を越えるまでに発展 しました。ステー

キ部の数 は，オハイオ州 カー トラン ドで最

初のステー キ部が組織 されて以来飛躍的な

勢いで増加 し，現在 は世界全体 で1，000以

上 のステーキ部が組織 されています。 また

宣教師の人数 も，1830年 に は16名 にす ぎな

かったものが，今 日では3万 人を越 えてい

ます。1830年 の設立以来，教会員が経験 し

てきた様々なチャレンジは，私たちを将来

に備えさせ るための ものでした。

私たちの先祖が教会のために捧げた犠牲

は注 目に値するものです。私 たちが現在あ

ずかっている祝福は，多 くの場合，初期の

時代 の聖徒たちが福音に従 うとい う決意 を

貫 き通 した結果にほかな りません。この堅

い決意 と犠牲的な行為は，聖徒たちがグレ

ー ト・ソル トレー ク盆地で最初の年 を過 ご

した時に見 られ ました。入植 したその冬の

間，食糧 は乏 しかったにもかかわらず，聖

徒たちの間には主への感謝 と主に仕 えよう

との堅い決意があふれていました。

1847年12月25日 ， ソル トレーク盆地で迎

えた初めてのクリスマスを， ロバー ト・ブ

リス兄弟は次 の ように 記録 して います。

「……雪 もほとんど消えて
，いい天気だ。

きょうは大砲の音で 目を覚 ました。この 日，

仕事 をした人もいれば，楽 しく1日 を過 ご

した人もいた。……私は，イ リノイ州 を一

緒に追われたかつての隣人のひとりを訪ね，

素晴 らしいク リスマスのごちそうにあずか

った。しか し，家族 のこ とを考 えるとそう

喜んではいられない。家族はまだ1，000マ

イル もの彼方にお り，春が来るまで迎 えに

行けそうもない。」ブ リス兄弟 はこの後，ど

んな試練の中でも主が家族を守ってこられ

たこ と， そしてこれか らも，た とえどのよ

うな状況の中に置かれようと家族 を養って

くださるのだ とい う信仰 を表わ しています。

またひ とりの若い姉妹はこのように記し

ています。

「盆地での最初")ク リスマスは忘れない
。

皆 いつ ものように仕事 をした。男の人たち
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は草 を刈 り集めた。雪が降っていたが，そ

れでも地面はまだ硬 くなっていなかったの

で，土地を耕す人 もいた。ほとんど1日 中

すきで耕 していた。 クリスマスが土曜 日に

あたったので，私 たちは翌 日の安息 日をお

祝いの 日とした。全員が とりでの中央に立

っている旗竿のまわ りに集合 して，そこで

集会 を開いた。素晴 らしい集会だった。神

をたたえる賛歌を歌って，全員が開会の祈

りに加 わった。その 日の話は今でも覚 えて

いる。感謝 と喜びを表わす言葉 だけが あっ

た。思いや りのない言葉は一言 も聞かれな

かった。皆信仰を持 ってこの大事業に取 り

組んでいたので， どの顔 も希望 に満ち，朗

らかであった。集会が終わると，皆は互い

に握手を交わし合 った。 うれ し泣 きす る人

もいた し，子供 たちは とりでの中で遊んで

いた。夜は草の火 を囲んで，歌 を歌った。

恐れず来たれ聖徒 進み行けよ

その旅はつら くとも 恵みあ らん

(讃 美歌，23番)

その 日の夕食は うさぎの肉を煮込んだ も

の と少 しのパンだった。父が うさぎを何羽

か仕留めてきたので，それがごちそうにな

ったのであった。皆たっぷ り食べ た。心か

らの平安 とよい気持 ちを感 じたという点で，

生涯でこれほ ど幸せな クリスマスはなかっ

た。」

シオンを確立する途上にあって， クリス

マスは心安 まるひ とときであ り， 同時にチ

ャレンジの時でもあ りました。1847年 の冬

は，グレー ト・ソル トレー ク盆地 の中だけ

でなく， これか ら西へ向かお うとす る聖徒

たちにも，開拓者精神があふれていました。

クリスマスの2日 前に，十二使徒評議員会
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は次のような一般書簡 を送 ってい ます。

「すべての末 日聖徒 を…… 〔ミズー リ〕

川の東岸にただちに集合 させ ていただ きた

い。……金銭や家財，身回り品を持ってで

きるだけ速やかに集合するように。 またつ

いでなが ら，今大量に必要 としている元気

の よい牛 も可能な限 り集めていただきたい。

牛は先々売 りに出す こともできるδ出発で

きる人は皆，今か らす ぐに も山を越えるよ

うに。それが無理な聖徒 たちは，直ちに現

状改善のための仕事に取 りかかるように。

すなわ ち，最.近引 き払って空地になった所

に穀物 を栽培 し，家畜を飼 うのである。…

…一生懸命に働 くならば……
，子牛は成長

してやがて荷車 を引けるようになるであろ

っ。順に代わって働 くことによって，聖徒

たちは 自分の手で穀物その他の食料を生産

し， また荷車を作 ることができる。…… こ

のようにすれば，荷車や牛車，食料を速や

かに，楽に手 に入れることがで きる。」(ジ

ェームズ ・R・ クラーク編，雌 ∬αg6sαプ

漉6凡 魏P彫 ∫毎θηのノ「大管長会メッセージ」

1：329)

こ う した雄々 しく，忠実な聖徒たちが幾

多の試練 を受け，犠牲を払ってきたことを

知 って，私たちが現在あずかっている祝福

に感謝 しない人はいないでしょう。ク リス

マ スのメッセージと贈 り物はただひとつ で

す。永遠の生命 とい う贈 り物に勝るものは

あ りません。神のみ もとにおいて家族が絶

えるこ とな く永遠に住むことがで きるとい

うメッセージに勝 る贈 り物はないのです。

この尊 い贈 り物にふさわ しい者 となるため

に，私たちは進んで自らの持つ賜を捧げる

必要があ ります。神の王 国を築 くために，



私たちは自分の持つすべてのものを喜んで

捧げなければな りませ ん。主に対 して，家

族に対 して， さらには地域社会に対 して自

身を捧げる必要があるのです。

ほ.とんどの人に， これだけは忘れ られな

い とい う心に残 るク リスマ スがあると思い

ます。 しか し多 くの人にとって， その クリ

スマスは高価 な贈 り物や休 暇とはほ ど遠 い

ものです。 しみ じみ と心に残 るクリスマス

と言えば，やは り相手を思いや る心が通 い

合 ったク リスマスではないでしょうか。そ

れは，子供が初めて描 いた絵であったか も

しれ ません し，感謝の言葉 を記 した隣人か

らの クリスマスカー ドであったか もしれま

せん。また，お じいさんか らの励 ましの手

紙や，揺 り椅子にもたれて母親 と一緒にクリ

スマスの歌を歌ったこと，父親に救い主の誕

生の物語 を読んでもらったことか もしれま

せん。私たちは昔の クリスマスや，先祖の

救い主に対す る献身の物語か らた くさんの

ことを学ぶことがで きます。毎年 この季節

になると，私たちは救 い主 の誕生 を祝 いま

すが， その救い主は，救い主のためにみ業

に携わる私 たち をいつ も支 えて下 さいます。

私たちは，今のこの時代が，私 たち 自身に

とっても，家族や教会にとって もチャレン

ジの時代であることを常に認識す る必要が

あ ります。福音で言 うところの平安は，物

質的な豊かさか ら得 られる ものではあ りま

せん。私たちがその誕生 をお祝 いする御方，

すなわちイエス ・キ リス トの使命に対す る

証 を持 ってこそ得 られるものなのです。私

たちは，皆 さん一人一 人がクリスマスの意

味を理解 し，尊重 されるよ うに願 っていま

す。神 は生 きてお られます。そ して，皆 さ

ん一人一人をその奉仕の気持ちの故に愛 し

てお られ ます。皆 さんは御父のみ業に携わ

っています。 これは主に捧げることのでき

る何 よりの贈 り物です。私たちはこれ らの

ことを皆 さんに知っていただ きたいと思っ

てい ます。

私の兄弟姉妹 であ る皆 さんに証 を述べ

たい と思います。私たちは本当に幸せ なこ

とに，神が生 きてお られ， 自分が神の霊の

子供であること， また 「神はそのひとり子

を賜わったほ どに，この世 を愛 して下さっ

た。それは御子 を信 じる者がひとりも滅び

ないで，永遠の命 を得るためである」(ヨハ

ネ3：16)こ とを知 っています。それは，

私たちに不死不滅 と永遠の生命 を得 させる

ために，神の御子イエス ・キ リス トが命を

犠牲にされ たこ とを知っているからです。

主はこのように言っておられます。「これわ

が業にしてわが栄光，すなわち人に不死不

滅 と永遠の生命 とをもたらすな り。」(モ ー

セ1：39)

私 た ち一人一 人が， 自分 自身力洞 者 であ

るのか，イエス ・キ リス トは私たちのため

に どの ような犠牲 を払 って下 さったのかを

はっき りと理解 できるように願っています。

そして，この人生を 日々，救 い主の偉大な

犠牲にふさわ しく生 きようではあ りません

か。楽 しいクリスマスと新年 を過 ごされま

す ように。 また新 しい年 をクリスマスの精

神 をもって送 られるよう，イエス ・キ リス

トのみ名によりへ りくだ りお祈 り致 します。

アーメン。
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我 が家 の ク リス マ ス

エ ミ リ ー ・ス ミ ス ・ス チ ュ ワ ー ト

私 たちはク リスマスをかけが えのなし'も
の と思っています。生家のジョー ジ ・

アルバー ト・ス ミス家に とって， クリスマ

スは年一番と言ってよいほど祝福に満 ちた

貴重な 日々で した。私たちは年毎の 自分た

ちのクリスマスを， その昔両親が して くれ

たように愛にあふれる生きた クリスマスに

しようと努めています。

我が家のクリスマ スの準備 は，決 まって

特別なもので した。幅広 く念入 りに計画を

立て，予算 を組み，苦心 して贈 り物 を選 び

ました。父母は口癖のように， クリスマ ス

で使 う物は，お金であれ食べ物であれ， 自

分たちのためではな く，ほかのいろいろな

人たちのために使 うものだ と言ってお りま

した。「受けるよ りは与 える方が， さい わ

いである」こ とを，私たちが自分 で悟 るよ

うに とい う計らいだったのでしょう。手始

めは母が扶助協会のために用意す るすてき

な箱でした。母はその中に，私 たちで決め

たプレゼ ン トをみんな入れるのです。私た

ちは何 日もかかってその箱 に入れるもの を

集めました。そ して用意万端整 うと，箱 を

そ りに載せ， カチカチに凍 った雪の上 を引

いて第17ワ ー ド部の扶助協会室へ運びまし

た。こうして我が家恒例のク リスマス行事

が始 まるのですが，忘れ られがちな人々に

お祝 いをするのはいつ も父の仕事で した。

父は，人か らお祝 いが受けられる人には，

物を差 し上げなくて も真心か らの挨拶があ

れば十分だ。寂 しい人たちにこそプレゼン

トや ごちそ うを贈 るのだ と考えてお りまし

た。

父はいつ も私 た ち を連れ て，寄 る辺な

い友人たちの家を見舞 いました。ク リスマ

スには毎年決 まって訪ね ることにしていた

のです。父 と一緒にそうして出かけた時，

私は まだほんの子供 でした。貧 しい家が立

ち並ぶ長い裏通 りを歩いたことが，今でも

思 い出されます。1軒 の小 さな家の ドアを

開けると，ベ ッドに老婦人がひとりぼっち

で寂 しそ うに寝ていました。私たちが入っ

て行 くと彼女のほおに涙が伝 いました。そ

して私たちがささやかなプレゼ ン トを差 し

上げると，彼女は身を伸ば して父の手を握

り，言 い ました。「おいで下 さって本当に

ありが とう。あなたが来て下 さらなか った

ら，私にはクリスマスがないはずで した。
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私のことを覚えていて くれる人なんぞ，ほ

かにだれ もいな いのです よ。」 こうして私

たち3人 は楽 しいクリスマ スのひとときを

過 ごしました。

いつ までも忘れることが できないのは，

父が重 い病気に伏せ ていた時の クリスマス

です。出費が大変かさんで，いつ ものよう

なクリスマ スをす る余裕は とて もなさそう

でした。母は例年通 りの楽 しい クリスマス

をぜひしたいと思いましたが， クリスマス

をいつ ものように祝 って， しか も年内に什

分の一 を納めるのは無理だ と承知 していま

した。父が病気だったので什分の一が滞っ

ていたのです。母は，子供 たちは人並みに

楽 しいクリスマ スを過 ごして当然だ と考え

ていましたが， プレゼ ン トやごちそ うを揃

えれば什分の一 を納め ることは不可能 でし

た。什分の一 を完全に納め たら，子供 たち

はクリスマ スが できないのです。難 しい選

択で したが，母はついに決め ました。子供

たちに何か してや りたい という気持ちに負

けそ うになって しまうので，あれこれ考え

る前にまず什分の一を納めて しまうことに

したのです。母 は急いでシ ョール を掛け，

監督の家へ行って，什分の一 を納めてきま

した。

その帰 り道，母の心は沈んでいました。

クリスマスなのに子供 たちには何 もあげ ら

れないのです。子供 たちのがっか りす る顔

を見るのが怖い気持ちで した。母が うなだ

れて雪道を歩いて行 くと，近所 で親 しくし

ているマー ク ・オースチンさんに声をかけ

られ ました。「ちょっと，ちょっと，ス ミス

姉妹。ス ミス兄弟が長 いこと御病気なんで，

何か と物入 りだろうと思っていたんです よ。

たいした額 じゃあ りませんが， どうか これ

でクリスマスの ものなど何か買って下 さい。

ここしば らく，御 自分の ものなどお買いに

なっていないんでしょう。」母は涙にむせび

なが らお礼 を言いました。その小切手 をい

ただいて，ふたつに折 りたたみ，家へ帰る

道すがら，母の心は喜び と感謝に弾み まし

た。家 に着 いて明か りをつけてか ら見 ると，

いただいたお金は什分の一 として納めた金

額 とち ょうど同 じで した。

やがてクリスマ スの朝がやって来ました。

母は「今年は什分の一の クリスマスなのよ」

と言って，あの 日の出来事 を私たちに話し

て くれたのでした。什分の一の祝福は，こ

のようにして少 しずつ私たちの胸の奥に刻

まれていきました。

あの什分の一のク リスマス以来，私たち

は クりスマスをさまざまな土地で迎 えてき

ました。イギ リスで，ユ タで，そして合衆

国内のいろいろな州で。豊かな クリスマス

もあれば乏 しいクリスマス もあ り，楽 しい

クリスマ スがあ る一方，そ う楽 しくないク

リスマスもあ りました。 しか し私たちにた

とえ悲 しいことがあっても，父はそんなこ

とにおかまいな く，私 たちの家族以外の人

で クリスマスをとても迎え られそっもない

人々の ことを忘れないようにしていました。

クリスマス休暇のお祝 いは，子供時代に植

えつけ られた 「受 けるよ りは与える方が，

さいわいである」 とい う考 え方に終始貫か

れていたのです。ク リスマスだけでな く，

父の生涯の一 日一 日がその人生哲学に立っ

ていて，その実践が私 たちの心に終生忘れ

得ない影響 を残 しました。私たちは クリス

マスをかけがえのない もの と思っています。
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朗読劇 キ リス トの使命

「大 きな喜 び
」

ジ ー ン ・S・ マ ー シ ャ ル

女 「御使ガブ リエルが，神か らつかわさ

れて，ナザ レとい うガ リラヤの町の一処

女の もとにきた。この処女はダビデ家の

出であるヨセブという人のいいなずけに

なっていて，名 をマ リヤ といった。……

御使がマ リヤのところにきて言った， 『恵

まれた女よ，おめでとう，主があなた と

共にお られ ます』。…… 『恐れるな，マ リ

ヤ よ，あなたは神か ら恵み をいただいて

いるのです。見 よ。あなたはみ こもって

男の子 を産むでしょう。その子 をイエスと

名づけなさい。……彼はとこしえにヤ コ

ブの家 を支配 し， その支配は限 りな く続

くでしょう』」。(ルカ1：26-28，30-31，

33)

男 「兵率たちは， いばらで冠 をあんで，

イエスの頭にかぶ らせ，紫の上着 を着せ，

それから，『ユ ダヤ人の 王，ばん ざい』

と言った。そして平手でイエスを打ちつ

づ け た 。… … ピ ラ トは 彼 ら に 言 っ た ，『あ

な た が た の 王 を ， わ た しが 十 字 架 に つ け

る の か 』」。(ヨ ハ ネ19：2-3，15)

女 「ヨセ ブ もガ リ ラヤ の 町 ナ ザ レ を 出 て ，

ユ ダヤ の ベ ツ レヘ ム とい うダ ビデ の 町 へ

上 っ て 行 っ た 。」(ル カ2：4)

男 「イ エ ス は み ず か ら 十 字 架 を背 負 っ て ，

さ れ こ うべ(ヘ ブ ル 語 で は ゴ ル ゴ タ)と

い う場 所 に 出 て 行 か れ た 。」(ヨ ハ ネ19：

17-18)

女 「ヨセ ブ も ガ リラ ヤ の 町 を 出 て … … そ

れ は ， す で に 身 重 に な っ て い た い い な ず

け の 妻 マ リヤ と共 に ， 登 録 をす る た め で

あ っ た 。 と こ ろ が ， 彼 らが ベ ツ レヘ ム に

滞 在 して い る 間 に ， マ リヤ は 月 が 満 ち て

… … 」(ル カ2：4-6)

男 「ゴ ル ゴ タ とい う場 所 に 出 て 行 か れ た 。

… … 彼 ら は そ こ で
， イ エ ス を 十 字 架 に つ

け た 。」
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女 「イエスがヘ ロデ王の代に，ユダヤの

ベツレヘ ムでお生れになった とき，見 よ，

東からきた博士たちがエルサ レムに着い

て言った，『ユダヤ人の王 としてお 生れ

になったかたは， どこにおられますか。

わたしたちは東の方 でその星 を見たので，

そのかたを拝みに きました』。」(マタイ2：

12)

男 「太陽は光 を失い，……そ して聖所の

墓がまん中か ら裂けた。」(ル カ23：45)

女 「初子 を産 み，布 にくるんで，……」

(ル カ2：7)

男 「さて，その上着 には縫い 目がな く，

上の方か ら全部一つ に織 った ものであっ

た。」そこで彼 らは互 いに言った，『それ

を裂かないで，だれの ものになるか， く

じを引こう』。」(ヨ ハ ネ19：23-24)

女 「初子 を…：一飼葉おけの中に寝かせた。

客間には彼 らのいる余地がなか ったか ら

である。」(ル カ2：7)

男 「ア リマ タヤの ヨセブが ピラ トの とこ

ろへ行って， イエスのか らだの引取 り方

を願 い出て， それを取 りおろ して亜麻布

に包み，岩 を掘 って造った墓 に納めた。」

(ル カ23：52-53)

女 「さて， この地方 で羊飼いたちが夜，

野宿 しなが ら羊の群れの番 をしていた。

す ると主の御使いが現れ，主の栄光が彼

らをめ ぐり照 らした……御使 は言った。

『恐れ るな
。見 よ，すべ ての民に与 えら

れ る大 きな喜 びを， あなたが たに伝 える。

きょうダビデの町に，あなたがたのため

に救主がお生まれになった。このかたこそ

主なるキリス トである』。」(ルカ2：8-11)

男 「石が墓か らころが してある……見よ，

輝いた衣 を着 たふた りの者が，彼 らに現

われた。女たちは驚 き恐れて，……言っ

た，『あなたがたは，なぜ生 きた方を死人

の中にたずねているのか。そのかたは，

ここにはおられない。よみがえられたの

だ』。」(ル カ2412，4-6)

女 「するとたちまち，おびただしい天の

軍勢が現れ，御使 と一緒になって神 をさ

んびして言った，『いと高 きところでは，

神に栄光があるように，地上では，み心

にかなう人々に平和があるように』。」(ル

カ2：13-14)

男 「『わたしは，新 しいい ましめ をあなた

がたに与 える，互いに愛 し合いなさい。

わたしがあなたがた を愛 した ように，あ

なたがたも互いに愛 し合いな さい。互い

に愛 し合 うならば，それによって， あな

たがたがわたしの弟子であることを，す

べ ての者が認 め るであろ う』。」(ヨ ハネ

13：34-35)

女 「『見よ，大 きな喜びを，あなたが たに

伝 える。 きょう，……あなたがたのため

に救い主がお生れになった。このか たこ

そ主なるキリス トである』。」(ルカ2：10

11)

男 「『見よ，大 きな喜びを，あなたがたに

伝える。 きょう，……あなたがたのため

に救い主がお生まれになった。このかた

こそ主なるキ リス トである』。」(ルカ2：

10-11)

ふ た りで行なうこの朗読劇は，聖餐会，

クラス，家庭の夕べ，その他適切 な場 で用

いることがで きます。男性一 人，女性一人

によって朗読す るよ うに設定されています

が，他に も応用 できると思います。
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質 疑 応 匁口

本誌の回答は問題解決の一助と して与えられたもの

であ り，教会の教義を公式 に宣言するものではあ り

ません。

ユタ大学 イ ンステ ィテ ユー ト講 師

イース ト ・ミルク リー ク第16ワ ー ド部監 督

J・ ル イ ス ・テ イ ラ ー

「幼 児の祝福 では， 命名 と祝福 の両方 を私 たちの天

父に向かって宣べ るので しょうか 。」

『メ ルヶゼデ ク神権手引 き』(P・24)に は・

幼児の祝福に関 して次のように指示

されています。

1.幼 児の儀 式を執行する人の両腕でだ

くか，子供が大 きければ その頭に手 を

按 く。

2.祈 りにおけると同 じよ うに天父に呼

びかける。

3.権 能(メ ルケゼデ ク神権)に よって

10

儀 式が執行 されるこ とを宣言す る。

4.子 供に命名す る。

5.聖 霊の導 きのままに，祝福の言葉 を

述べ る。

6.イ エス ・キ リス トのみ名によ り終 え

る。

儀 式や祝福， あるいは任命ではほとんど

の場合，神権者は祈 る時のよっに主に語 り



かけるのではな く，むしろ受ける人に向か

って語 るように指示されています。神権者

は主の代理 人として，単に祝福 を願い求め

るのではな く，主から霊感 を受けて実際に

祝福を授与 または宣言します。

しかし，幼児の祝福の儀式，特に子供に

命名す る儀式では，上記の手引きにあるよ

うに，私たちは天父に向か って宣べ るよう

に勧められています。その理由はいろいろ

あると思いますが，おそ らく幼 児には祝福

の言葉が理解できないことか らくるのでし

ょう。主に向かって宣べる といって も，神

権者は幼児の名前 を与 えて下 さるよう主に

ただ願 い求め るのではなく，幼 児に名前 を

与 える権能 を持 っています。(「私たちは こ

の幼児を…… と命名いたします。」)

同様に，儀式の中で祝福 を授け る場合 も，

神権者は主か ら託 された権能によって祝福

を主に願い求めるばか りでな く，みたまの

導きのままに祝福 を宣言する，すなわち与

えるこ とができます。これに関す る指示は，

「メルケゼデ ク神権手引 き」のほかにも，

教義 と聖約20：70に 記 されています。

「すべて皆
，子女を有するキ リス トの教

会員は，その子女 を集会に於て長老たちの

許に連れ来 り，長老たちはイエス ・キ リス

トの御名によ りて按 手を施 し，且つ御名に

よりてこれに祝福 を授 くべ きもの とす。」

このように，この儀式の祝福を授ける部

分では，天父に語 りかけ る必要はない と思

われ ます。実際に私 自身だけでな く，他の

神権者 も経験 していることですが，特別 な

祝福や約束 を与えようとしても主のみたま

☆質疑応答☆

を感 じないことがあ ります。そのような場

合は，主の祝福 を願 い求めることが適切 で

あると思 います。

実際には，儀式は嘆願 と祝福の両方の形

をとるこ とができるようです。すなわち神

権 を持つ兄弟は，みたまによってそ うする

よう導かれ るならば子供に祝福を授けるこ

とができます し，また同 じようにみたまに

よって導かれるな らば祝福を願い求め るこ

ともできます。祈 りの言葉 も天から啓示さ

れたものであることが理想的で しょう。(III

ニ ー ファイ19：24参 照)

神 権者は主の代理 人となり，主に代 わっ

て行動 し，主がその場にいれば語られるで

あろう言葉 を語 り，行なわれるであろう業

を行 なうように努め るという実に大 きな責

任 を負ってい ます。とりわけ，子供に祝福

を授け る立場 にある父親 は，祝福 を授ける

時にみたまの導 きを受けられるよ うに，断

食 と祈 りにより， また沈思黙考により，み

ずからを備 える必要があ ります。これは父

親.にとって大 きな喜 びである と共に，責任

で もあ ります。

最 も重要 なこ とは，主が私 たちに(救 い

の儀 式ではありませ んが)幼 児の命名 と祝

福の儀式 を執行す る特権 を与 えて下 さった

ことです。幼児を主のみ前 と，家族や教会

員の前に差 し出して捧げることができるの

は何 とすばらしい祝福で しょう。天から授

け られた権能 と知恵により幼 児を命名 し，祝

福 を願 い，祈 り，私たちの最善 の望みと調和

できるようにみずか らの手で直接祝福を授

けられることは，何 と恵まれたことで しょう。
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πひら流 ワー 陪 麟 プログラム1L.」.一'

ル ス ・り..ス

馨霧

難



　

問 題はおそら く多 くのワー ド部 に共通 し
ているこ とで しょっ。私 たちのワー ド

部では音楽のできる人が不足 していました。

何年 もこの問題に取 り組みなが ら，成果は

ほ とん ど上が らない状態 でした。そこで，

監督会 と音楽指揮者の私 で長期訓練計画を

立て，それが大成功 を収めたのです。

その計画 というのは，成人全体 の音楽水

準 を引 き上げ，若人に音楽教育 を施す こと

で した。監督会はワー ド部の成人会員にピ

ア ノ，オルガン，指揮，声楽などの勉強を

す るように呼びかけ，将 来はワー ド部の礼

拝行事の中に楽器の演奏や歌の発表をする

時間を設けるのでその用意 をす るように と

奨励 しました。

成入に対するこの呼びかけは音楽プログ

ラムの向上に大いに役立ちましたが，若い

入たちが準備 しなければ将来 も音楽ので き

る人材が不足することははっきりしていま

した。手始めのこの仕事は非常に うま くゆ

き，音楽を礼拝行事 に欠かせない楽 しいも

のにす るのに大き く貢献 しました。

まず第一の 目標は，若い人たちの間で音

楽を学ぽ うとする意欲 をかきたて るための

環境づ くりをすること，そ して音楽演奏が

意義ある礼拝で もあることを知 って もらう

ことだ と，私たちは感 じました。 この 目標

は予想 したよ り簡単に達成されま した。ワ

ー ド部の中心的な若者 たちが参加す ると，

たちまち音楽がみんなの人気 を集めるよう

になったのです。

ワー ド部の青少年音楽プログラムは，鍵

盤楽器，指揮，合唱， その他の楽器の4つ

に分けました。

鍵盤楽器のクラスでは，年に2，3回 ，

初等協会でピア ノ，聖餐会でオルガンと，

前奏や後奏を弾 く機会を初心者のために用

意 しました。8歳 か ら12歳 の子供たちも参

加 し，音楽教師が子供に も弾ける簡単なピ

ア ノ曲を選んであげました。独奏や伴奏 と

違 い，前奏や後奏はあまり緊張しな くてす

むため，若い人たちは教会で演奏す る機会

を心底楽 しんだようです。こうしてこのプ

ログラムは，青少年の人たちに格好の 目標

を提供す るこ ととなったのです。

初心者向けプログラムの最：も大切 な点は，

緊張の少ない状態 でできるだけた くさん演

奏させるとい うこ とです。演奏す る時には

必ず音楽ができる大人を脇に付け，時計 を

見た り，ペー ジをめ くった り，時には少し

連弾した りさせ ました。

中級の生徒 も前奏や後奏を弾 き，時々初

等協会で歌の伴奏をしました。

上級の生徒 は交代で， ミューチャルや神

権会で讃美歌を弾 きます。聖餐会の独奏を

頼むこともあ ります。

指揮 クラスの主軸は何 といっても， ワー

ド部 で定期的に行なう教会合唱団指揮者講

習会です。この講習会はグループ単位で，

で きるだけ楽 しく，ユーモラスにやってゆ

こうと努めています。修 了生 は ミューチャ

ルや神権会 で指揮 をす る機会を与えられま

す。 目標は，音楽に関心のある若人全員が

高校卒業 までに簡単な讃美歌だけでも指揮

できるようになることです。

合唱の クラスは，歌いたい青少年数名で

発足 しました。ちょっとした合唱曲か ら初

めて， だんだん高度な曲に進みました。す

ぐにわかったことですが，他にも声 をかけ

られれば参加 したい と思っている人たちが
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いるのです。それでその人たちを勧誘 しま

した。

私たちの努力は大いに報われました。青

少年合唱団は毎週 という具合にはゆきませ

んが，特別行事の時などに歌を披露 して，

見事な合唱ぶ りでワー ド部の人たちを楽 し

ませて くれました。彼 ら自身 も歌 を楽 しん

でいました。

バスを歌 うことになっていたあ る少年が，

友だちや親に言われて しぶ しぶ練習に通い

始めた時のことです。 自分の席に着 いてか

ら，「僕，何でこんなこ としてるんだろう」

「僕が来るなんて
，先生 よっぽ ど運が強い

んです よ」 と言ってい ました。練習の後半

に私が個人的に少 し教え(個 人教授は よく

や ります。青 少年 は音楽の天才ではあ りま

せん。ただ一生懸命頑張っているのです)

一 部を彼が歌えるようにや さし く変 えまし

ょっと言 っと，彼はそれを断わりました。

「書かれてある通 りに歌い ましょう
。その

方がず っと楽しいや」.と言 うのです。

ついでですが，音楽は流行のポ ップスタ

イルを使 う必要はないことがわか りました。

讃美歌や聖歌か らキャロル，合唱曲まで幅

広 く，それで十分 でした。青少年 の合唱に

時々青少年の伴奏が付 きました。

楽器のクラスも素晴 らしい成果 を収め ま

した。若い人たちがバ イオ リン， ビオラ，

チェロ， トランペ ッ ト，フレンチホルン，

トロンボーンを練習 しています。 どの楽器

もソロか らアンサ ンブルまで教会の集会で

発表しています。合唱曲の伴奏や集会の前

奏，後奏 を頼 ま.れる人もいます。

楽器 クラスについては， ワー ド部音楽奨

学制度 を作 りました。教会員からの献金で
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まかなっているのですが，余裕のない生徒

が音楽のレッスンを受 けた り楽器 を買った

りするのに使っています。

私た ちの努力は どれ もみな十分 に報 われ

ています。 これ を書いている現在，9歳 か

ら17歳 までの34人 の青 少年が音楽 を勉強 し

ています。他 に11名 が1年 以上の勉強を済

ませてこのプログラムを修了，ワー ド部内

で活躍中です。

私たちの成功には，主な要因がふたつあ

ります。第1は ， ワー ド部音楽委員長 を音

楽ので きる人とい うよりむ しろ教育者，組

織者 という観点から見たこ と(音 楽のでき

ない人でも責任は同 じように果たせ ます)，

第2は ，一緒に練習 し，演奏することか ら

生 まれる楽 しさ，温か さ，一致 といった も

のに力点 を置 いたことです。学び奉仕 し親

しく交 わる， それが全部一緒にできるので

す。 まさに無敵のコンビネー ションです。

私たちのワー ド部は大き くはありませ ん。

12歳 か ら18歳 までの活発な青少年はわずか

36人 です。 しか しこのプログラムに参加 し

た人たちの興奮が広が って，36人 の内音楽

を勉強 したことがないのはほんの6人 ほど

にな りました。若人の間で，ワー ド部音楽

プ ログラムに参加することは格好の場 とな

ってい ます。ある姉妹は青少年の演奏 を聞

いた後でこの ように言いました。「そこにす

わっているまだ小さな子たちが，『いつか 自

分 もあそこに上がるんだ』って思っている

のがよ くわかるんです よ。」



純潔 力 の源
ス テ ィ ー ブ ・ギ リラ ン ド



この背定的な原則は私たちに 自己を理解

する力と霊的な 力とを与え，他の人々との

間に永続する関係を築き，私たちを神に近

づけて くれる。

「性 とか純潔 とかい・た問題につ いて親

や教師か ら教わることは， どれ も皆

罪に関係す ることばか りです。純潔 とい う

概念に対 してもっ と背定的な考え方はでき

ないものなので しょうか。」こうした疑問は，

若人と共に活動す る私 たちにとって何 ら耳

新 しい ものではあ りません。

この疑問に対 して末 日聖徒は，「できます」

と確信 をもって答 えます。私たちが信 じる

福音が，純潔に対 して明確 で実際的な視野

を与えてくれているか らです。このこ とは，

福音の教え とこの世の教 えとを対比.してみ

るとよく分か ります。

たとえば人間の体についての考え方がそ

うです。人が作った宗教 は，肉体 というも

のは悪だか ら霊 をもって克服 しなければな

らない，そして入は肉体 とい う 「かせ」か

ら解放 されなければな らない と教 えます。

しかし回復された福音はこれ とは正反対 で，

肉体は祝福である と教えます。私 たちはこ

の地上に，肉体を得るために来 ました。 肉

体 を用いてさらに進歩す るためにです。 こ

の肉体が なければ，「完き喜び」(教 義 と聖

約93：33-35参 照)を 得 ることはで きませ

ん。 また自由 も失われ，束縛 された状態に

置かれることでしょう(高 価なる真珠 「死

者の贈 いに関す る示現」参照)。 福音は，私

たちが肉体 を伴 って 日の光栄の最高の位 に

入ると教えています。

パウロの次の言葉は， 同じことを指 して

言ったものと思われます。「しか し不 品行 を

する者は， 自分のか らだに対 して罪を犯す

のである。」(1コ リン ト6：18)

第二 の偽 りの教えは，夫婦間で行なわれ
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る深い交わ りを必要悪 と考 えることです。

しかしこの行為は，神 の戒め とみたまに則

して行 なわれるならば，人生 を豊かに し，

心 にも体に も活力を与 えて くれるもの とな

るのです。キンボール大管長は，夫婦の交

わ りを 「本来善なるもの」 と言っています

(「聖徒の道」1976年4月 号，p.187)。 また

ビリー ・グラハムの言葉 を引用 して「性は素

晴 らしい従者になり得るばか りか，恐ろしい

主人にもなり得ること，愛 と友情 と幸福 を培

うこの上 ない原動力となり得 るばか りか，世

にある力のうち最 も破壊的な力にな り得 る

ことを，はっきりと教えている」(「聖徒の

道」1974年8月 号，p.372)と 述べ ています。

第三の偽 りの教 えは， 人間を， 肉欲 に従

う性質 を持っているがゆえに本来悪なるも

のであるとす ることです。 しか しながら，

聖典の教 えはそうであ りません。「肉体，肉

欲，悪魔に従 う者」 となるのは，人がサ タ

ンに従った時 であるとあ ります(モ ーセ5

：13;教 義 と聖約20：20参 照)。

ベンジャミン王はそのことについて，次

の よっにはっきり述べています。「人が もし

聖霊の導 きに従……わないな らば， とこし

えに神の敵 となるであろ う。」(モ ーサヤ3

：19)

真理 は，純潔 というものが神のみ こころ

にかなった徳であると教えています。「生れ

ながらの人は，神の御霊の賜物 を受けいれ

ない。それは彼には愚かな ものだか らであ

る。また，御霊によって判断 されるべ きで

あるか ら，彼はそれ を理解す ることができ

ない。」(1コ リン ト2：14)つ ま り，霊1的

な人だけが霊に関わる事柄 を理解すること

ができるということなのです。世の入々に

純潔の律法を守る理 由が完全には理解で き

ないのはそのためです。 しか し，末 日聖徒

は違います。



強固な意志と理解力を培う

デ ビッド・0・ マ ッケイ大管長は，「霊性

には意識 して自己を征服するとい うことが

含まれていなければならない」(∬吻 名o肥耀 班

Eη 「インプルーブメン ト・エ ラ」1969年

12月 号 ，p.31)と 述べ ています。清 さとい

う徳が与えて くれ るふたつの偉大 な祝福は，

自己を征服す る力 と自己を知 る力です。純

潔の律法 として与 えられている聖句 を 「文

字」 として見 ると，性 に関す る交 わりを自

分の伴侶，すなわち合法的に結婚 した夫 ま

たは妻 だけに限定する とい う意味のこ とが

書 いてあります。 しか しこれ を 「霊」の面

か ら考 えれば，その意味するところはそれ

だけに とどまりません。すなわち，あらゆ

る性的 な欲望や関連す る行為 を神聖かつ適

切 な状態に保たなければならない とい うこ

とです。肉体的な欲望そのものは悪ではあり

ません。問題はその欲望のままに生活するこ

とです。そうした生活は情欲 の生活，つ まり

みたまを損なうものを追い求める生活です。

情欲は，霊的なもの を高揚 し達成 しよう

とする気持 ちを妨げ，逆にみたまを失わせ

るような思 いや行動 に人を誘います。 そし

て次第に麻薬のように私たちをむ しばみ，

長い時間をかけて達成 していかなければな

らない目標か らそらせて しまうのです。情

欲はほんの一時の経験のために大切 なもの

をすべて犠牲にするように求めます。そして，

後に残 るのは苦悩 と悲 しみ と混乱だけです。

もしも人が前世 での行 ないによって汚れ

た欲望 を抱 くようになったとした らどうで

しょうか。原則は同じです。つ まり，欲望

それ自体 は罪ではあ りません。問題は， 人

がその欲望 をどう処理す るか とい うことで

す。 自然に湧き上が ってきた欲望 をなおさ

らか き立てるような行動に出てよいで しょ

うか。あるいは，欲望に伴って生 じるふさ

わしくない思いや考え と共にその欲望を捨

てて しまうべ きでしょうか。キンボール大

管長は，同性愛などの異常な行動に陥った

人でも，忍耐 と決意 と信仰によって欲望 を

コン トロールし，正常な欲望 をもって異常

な欲望 を満たすこ とができるようになると

述べています1私 は監督の時，また副監督

の時にそうした例 を数多 く見てきました。

克己心 を養 おうと進んで努力す る人は，.

自分 自身について理解できるようにな りま

す。つ まり， 自分 自身の行動や態度をはっ

きりつかむ ことによって，今の 自分がどう

い う種類の人間であるかがわかるようにな

るのです。 また，純潔の誓約 をどの程度厳.

密 に守 っているかによって， 人生の他の分

野で自分が どれだけ強いか弱いかが決 まっ

て くるようです。そしてそれは， 自分が 日

の光栄の理想にどれだけ厳密に従 っている

か ということを示す ことにな ります。一方，

孤独や劣等感 といった混乱の原因となる感

情が存在する場合，正面か ら立ち向かって

解決すれば よいのですが，サ タンは不道徳

な行ないをもってそうした感情か ら逃避す

るように誘惑 します。 しか し，そのような

逃避は長続 きする ものではないので，逃避

を試みた人は，永久に満たされることのな

い道 を求めて，何度 も何度も同 じことを繰

り返すのです。こうして人々は，汚れた行

ないによりますます混乱 した状態へ とのめ

り込んでいきます。

清 さを保つには克己心が必要です。私の

場合 は，克己心を養 うのには 自分な りの方

法があるはずだ とい う観点に立つことか ら

始め ました。映画や書物などで見ない方が

いいと思 うものがあ りました し，これは避

け るべ きだ と思われるような状況 もい くつ

か ありました。中には，そんなことあま り

気に しない方がいいのではないか と人に言

われたもの.もあ りましたが，私に とっては
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問題で した。他の人が同 じことをしていて

別 に問題が起こらないのだか ら， 自分 もし

ていいはずだ と合理化 してしまうことがあ

ったからです。そしてそ うした合理化の結

果， コン トロール を要する思いが ます ます

増え，何か と自分の心 を抑 えつけ る毎 日で

した。思いをコン トロールしようとして，

かえって火に油を注 ぐよっな結果になって

いたのです。こうして私は， 自分 自身の体

の中にある霊 とい うものが どういった作用

を起こす ものであ るか を理解 し， さらにそ

の作用に対処 してい くには，純潔 というこ

とについて もっと深 く知 らなければならな

いと思 っよっにな りま した。みたまの助け

を借 りて，どこで線を引くか を決めなけれ

ばならなかったのです。

自己に対する知識の中で最 も価値 あるも

のは，ただ単に私たちの心に貯 えられるだ

けのものではあ りません。メディアやそれ

ぞれの人生が もた らす刺激 を乗 り越えて，

私たちの魂に深 く浸透 してい くものです。

こ うした最 も価値ある知識 を得 るには，逆

境 にあってもそれに負けない信仰 と決意が

必要です し，誘惑 という触手か ら免れるだ

けの強さがなければな りませ ん。 自分をコ

ン トロールで きるということは何 と素晴 ら

しいこ とでしょっ。

従 って大切なことは，純潔 もしくは清 さ

というものは，まず第一に性的な欲望や行

動 を自制するというこ とであ り，第二に，

性に関す るあらゆる事柄について， 自己を

理解し， 自己をコン トロールすることだ と

言えます。

永続する関係 を築 く

純潔はまた，個 人個人の関係 を永続させ

るのに大きな力となります。求愛期間は大

切 な期間ですが， 賢明な男女はお互いの気

持 ちを交換 し合 うことにより相互 の理解 と
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意思の疎通をはかるように努め，ふさわ し

くない行為 にふけることによって現実に押

し流されて しまうようなこ とはあ りませ ん。

純潔は永遠の伴侶 という可能性 に向けて男

女を育ててい く力なのです書 また純潔は，

私たちが持つひ とつの強い力，性に対 して

適切な視野を与えて くれ ます。この世は性

を他に大切 なものが何 もないかのように扱

いますが，純潔 という徳は，性が結婚 を形

造るいくつかの大切な要素の中のひとつで

あることを理解する上で大いに役立 ちます。

またこの世は，欲望に関 してまず第一に

考えるべ きこ とは個人の満足であると教え

ます。そうす ると，人 と人 との関係が利己

の上に成 り立つこ とにな ります。そ して，

与えることよ りも得 ることの方に重 きが置

かれるのです。

しか し純潔の徳は，満足感 よりも霊的な

必要性の.方を重視します。得 るよ りも与え

る方を強調す るのです。そ して相手に対 し

て 自己を抑えること。 それも愛によりそう

することが必要になって きます。アルマは

息子にこう勧告 しました。「一切 の欲 を抑え

て愛に満 ちよ。」(ア ルマ38：12)

キ ンボール大管長は，性 にふたつの目的

があることを説明 しています。すなわちひ

とつはこの世に子供 をもた らすこ とであ り，

もうひとつは 「夫婦の問に真の一致 をもた

らす愛の表現」であるとい うことです(「聖

徒の道」1974年8月.号)。 また次のようにも

語っています。「夫婦間の正 しい性関係はす

べて子供の出産のためにのみ限定す る必要

がある，という主からのみ言葉があるわけで

はないが，アダムの時か ら今 日に至るまで，

主が放縦な性関係を認められたことがないと

いう証拠は，数 多く挙げることができる。」.

(『人類への主の計画』「聖徒 の道」1976年

4月 号，p.187)

以上 のふたつの 目的は， この性 とい う力



を神聖かつ主が定めたもうた限界内に保つ

上での指針 を与 えて くれ ます。 もしも夫婦

の間で相手の要求や感情 を意に介しないよ

うな態度が見 られれば，この神聖 な目的は

破れてしまうことで しょう。 またこの力 を

ひとりで使 えば，神聖な 目的は くじかれて

しまいます。そして 自分 自身の要求にのみ

心 を向け，情欲の とりこにな り，遂にはそ

うした自分 を克服で きな くなってしまうの

です§与えるよりも取 る方に関心が向 くこ

とは言りまで もあ りません。結婚 まで純潔

を守った夫婦が，結婚後の夫婦関係 を円満

に保 てるとい う事実 をはっき り認識 してお

く必要があ ります。

純潔の徳 を守る男女は，互いを強めるこ

とに心 を向け ます。互いに対する責任感が，

相手を弱めた り誘惑 した りす る行為から遠

ざけるのです。言葉遣 いや服装 が慎み深い

ものであれば， 自分だけでな く相手 をも悪

か ら守 ることにな ります。

相手へのこの思いや りの態度は，肉体的

な関係 をはるかに越えた ものです。あらゆ

る面で清 く誠実 な人は，だれ よりも堅固で

豊かな関係 を築 くことができるでしょう。

純潔は伴侶への愛 を表現するだけではあ り

ませ ん。神殿の誓約のもとに生を受け，永

遠の家族にあって完全な模範 を見る子供た

ちに とっても，愛の表現 となるのです。

神 との問にさらに豊かな関係 を築 く

マッケイ大管長は，「神への道は人の心 を

通 る」と語 りました。私たちの神 との交わ

りは，他の人々 と私たちとの関係に大きな

影響 を及ぼ します。逆に言えば，他の人々

との関係 を成熟 した永遠の関係に してい く

には，神の導 きが必要 なのです。

愛は，私 たちが育むことので きる特質の

中で最 も神聖な ものです。 しか し，私たち

の心 を利己心が支配するようになれば，聖

霊は宿 りに くくなります。聖霊 を拒むと，

私たちの神 との結びつ きはゆがめられ，不

安や あせ り，また身勝手 な考えが生 じて き

ます。 こうして，人生において最 も頼 りに

なる力のひとつ である主のみたまがな くな

ったために，私 たちは疑 いや恐れ という思

いに足元をす くわれ るよ うになります。そ

して伴侶 を無能 な人間である と考 え，伴侶

は言 うに及ばず，周囲のすべての人々に対

して全 く思いや りが なくなってしまうので

す。このような状態ほ ど信頼関係 を速 くな

くしてしまうものはほかにあ りません。

これに対 して純潔の徳 を持てば，聖霊の

力が私たちに及ぶよ うになり，人間関係を

永続させ る基である信頼が培われていきま

す。また，他の人々への愛 を通 して，私た

ちは天父 と御子への愛がどのようなものであ

るべきかを悟るのです。これこそ最も大切な

つながりなのです。(教義 と聖約132：24参 照)

主 に対 して 自らを十分に捧 げるには，ま

ず初めに自分自身をコントロールする必要が

あ ります。主の弟子になるには自分の体を自

分の心の弟子にしなければならないのです。

すべ ての ものを主に捧げるこ とを旨とする

奉献の律法 を受け入れるには， まず純潔の

律法に従わなければなりません。また純潔

の律法に従 うには，従順 と犠牲の律法に従

って生活 しなければならないのです。この

ことを行 なえば，その人の 自信は 「神の前

に強 く」(教 義 と聖約121：45)な るでしょ

う。そして 「神の楽 しい言葉を受け，……

そしてあ くまで神の愛 を味わ う」(モルモン

経ヤ コブ3：2)の です。 こうしてもたら

される喜びや平安， 力はたとえようもない

ほど素晴 らしいものです。 このことについ

てマ ッケイ大 管長 は こう語 っています。

「能 力が 高め られ
， 自分 自身 の中 に真理

が広が っていくごとを感 じることは，人生

で最 も崇高 な体験のひとつ と言えよう。」
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(1〃ゆ塑彬耀 η'Eη 「インプルー ブメント・

エラ」1969年12月 号，p .31)

私 たちは，神 と同 じよ うな生活をしなけ

れば神 を完全に知 ることはできません。若

い頃，私は教会のある指導者たちに批判的

で，彼 らが下 した決定に心から従えませ ん

でした。しかしその後監督の職に召 され，

物事 を前 とは全 く異なった見地か ら眺め る

ようになってきました。 そして，以前ほど

批判 とい う誘惑に駆 られな くな りました。

それは監督 という召 しにある人が抱 える問

題や思いを自ら体験できたからです。同 じ

ようにして，私たちは神に似た者 となり，

神 をもっ ともっと理解 できるようになるの

です。そして私たちの神 との関係 はもっ と

豊かなもの となります。モーサヤは，私 た

ちが主に仕えれば 「思いもかけない主人」

(モーサヤ5：13)に 近 づ くと述べていま

す。主 と同 じような生き方 をす るならば，

私たちは主 と同 じような心 と思いや りを持

つことができるよっになるでしょっ。純潔

の徳は，他の福音の諸原則 と同じよ うに，

主 を知る手だて を与えて くれます。それは

純潔 とい う徳が，理解や 自制，愛，思いや

りといった，神に似た者 となる上 で不可決

の資質 を育んで くれ るか らです。

私は誘惑に打ち勝つことに疲れを覚 える

と， イエスが 「罪は犯されなかったが，す

べてのこ とについて， わた したち と同 じよ

うに試練に会われたのである」(ヘ ブル4：

15)と い うことを思い起 こします。主は自

己を制す ることを学ぶために肉体 を授か り

ました。主は私たちと同様，霊的に疲れ る

とい う可能性 を具 えてお られました(教 義

と聖約19：18参 照)。 確かにサタンはイエス

に罪を犯 させ ようとしてあらゆることを試

みました。ですか ら私は，私 自身が遭遇す

る誘惑が どんなに強いものであって も，か

つて主はそれを克服 されたのだ と考えるの

20

です。主はすべ ての面で私 たち一人一人 を

御存 じの御.方ですか ら，誘惑に立 ち向か う

私 たちを強め，助けて下 さることで しょう。

私たちは，犯 した罪を告 白しそれを捨て

る時に主がすべ てを忘れて下 さるという教

えに， いつまで も感謝の念を抱 くことで し

ょう(教 義 と聖約58：42-43参 照)。救い主

の聴罪があるので，私たちは永遠の世界に

あって罪に苦 しむことはあ りません。皆さ

んも私 も，全 く罪のない清 い状 態に到達す

ることがで きるのです。何 と素晴 らしいこ

とではあ りませ んか。

こうして私たちがこの地上で生活する間に

性 というものがどういう働 きをするかを眺め

る時，主がなぜ私たちに愛 をもって純潔の律

法 をお与え下 さったかがわかってくるのです。

「清い生活 を送 る人は何 と栄光にあふれ

ていることか。その人の歩みには恐れはな

く……人からは敬われ……主からは愛 され

る。なぜなら汚れがないか らである。永遠

の昇栄が彼を待 っている。先

ス テ ィ ー ブ ・ギ リラ ン ド ：

カIlフ ォル ニ ア州 立 大 学 ロン グビー チ 校 イ ン

ス テ ィ テ ユー ト指 導 主 事，7児 の父 ， カ リフ

ォルニ ア州 ロ ング ビー チ に あ る レ イ クウ ッ ド

第1ワ ー ド部 監督 の 任 に あ る 。
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みち ひ かわ のち ぱな し

の満干,川,そ して鋒にたとえ話に
もち つう

用いたすべてのものに通 じるように

なったのかもしれません。
しょうねん

少年のころ,イエスさまは,クボル
やま のぼ のち さんにん

山を登ったことでしよう。後に3人
し と のぼ ところ し

の使徒をつれて登った所は,よ く知

っておられたのかもしれません。タ
や ま のぽ たいへん

ボル山を登るのはさぞ大変なことだ
おも そだ ざか

ったと思います。でも,育ち盛りのイ

エスさまには,と てもひきつけられ

るものがあったのかもしれませんね。

イエスさまはまた,ナ ザレからヨ
がわ あし

ルダン川へも足をはこばれたことで
がわ

しよう6ヨ ルダン川のあたりには,
どうぶつ す

たくさんの動物が住んでいて,イ エ
とり す

スさまは鳥の巣や,き つねや,き つ
が み

ねのかくれ家を見つけたことでしょ
み どり そうげん しょくりょう

う。そして,緑 の草原も食料を入れ
な や く ろう はた ら ひ と

た納屋も,苦 労して働く人びとのこ
し

とも知っていたでしょう。イエスさ
だい く いえ そだ

まは大工の家に育ちました。ですか
どう ぐ ざい りょう そ くりょう こ ころえ

ら,道 具や材料,測 量のことも心得

ておられたにちがいありません。
なん ど い

また,ひ とりで何度もつりに行っ
や て つだ

たり,マ リヤがパンを焼くのを手伝

ったりもしたことでしょう。いばら
あ し

で足をひっかいたこともあるでしょ
し

う。いちじくやあざみも知っていた

zz

けい けん

で しょう。 このよ うな経験 は,イ エ
せいかつ い ち ぶ

スさまの生活の一部にすぎません。
はなし とき

でも,イ エ スさまがお話 にな る時,
ひ と ち しき

人びとはイエスさまにこれらの知識

のあることがわかりました。
ひつじ ひ と

イエスさまは,羊 が人びとにとっ
たいせつ

て大切なものであることをよくこぞ
ひつ じか ひつじ みち

んじでした。羊飼いのいない羊が道
し

にまよってしまうことを知っておら
じ

れたのでしょう。イエスさまは,ご自
ぶん ひ とび と つ ぎ い

分にしたがう人々に,次 のように言
な んじ

っておられます。｢すなわち汝らはわ
ひつじ おんち ぢ あた

が羊にして,御 父がわれに与えたま
もの なか かそ だい

いし者の中に数えらるるなり。｣(第
さん

3ニ ー フ ァ イ15:24)

ひつ じか
｢わたしはよい羊飼いである。よ
ひつ じか ひっ じ いのち す

い羊飼いは,羊 の た め に命 を 捨 て

る。｣(ヨ ハネ10:11)
お く もの

クリスマスになると,贈 り物をし
うた

た り,ク リスマスの歌 をうた った り

します。その とき,わ た したち は,
いの ち さいだい お く もの

命という最大の贈り物をしてくださ
ひつ じか たんじょう いわ

った羊飼い,イ エスさまの誕生を祝

っているのだということをわすれな

いようにしましょう。
みな しゅ こひつ じ

皆さんは主の小羊です。このクリ
みな

スマスに,そ していつも,皆 さんの
うえ しゅ くふ く

上に祝福がありますように。

倒

司
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と あか

ブレアナは,赤 ちゃんのイエス さま
み ドちか

をも っ と.よ く見 よ う と近 づ き ま した 。
つ く お も

｢サ ラダ も作 ろ うと思 うの よ
,ど

お も

う?｣ブ レアナ の思 い をさえ ぎるよ
かあ い

っに,お 母 さん が 言 い ま した 。

て つだ
｢さ ん せ い

。 わ た し もお手 伝 いす

るわ 。｣

ねが
｢そ れ じゃ

。 お願 いね 。｣
かあ い

ブ レアナ は,お 母 さんのそばに行

って,レ タスをち ぎりは じめ ま した。
よっ か ほんとう

｢も うあ と4日 ね
。 あなたは本 当

まえ あか う 　

に ク リスマ スの前に赤 ちゃんが生 ま
おも かあ

れる と思 ってい るの?｣お 母 さんは
き

そ う聞 き ま した 。

かみにんぎょう ほう め

ブレアナは また,紙 人形の方に 目

をや りました。マ リヤはや さしいま
あか み

なざ しで赤 ちゃん を見てい ます。
ぜ ったい う

｢も ち ろん よ
,絶 対 に 生 まれ るわ 。｣

かあ
』｢そうなる といいわ ね

。｣'お 母 さん
い き せ なか

は ため息 をつ きなが ら,背 中 をさす

りました。
かあ

｢だ い じ ょ うぶ
,お 母 さん 。｣

｢だ い じ ょ うぶ よ
,ち ょっ とつ か

れ た だ け だか ら。｣

かあ
｢で も
,お 母 さ ん は す わ っ て て。

つ く

サ ラダはわたしが作 るか ら。｣ブ レア
い

ナが言いま した。
〆 か あ

ぐ あい わる

ブ レアナ には,お 母 さんの具合 の悪
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い ことがわか りました。 ブレアナ は.
ほう み い

また,マ リヤ の方 を見 て言 い ま した。
の い

｢ロ バ に乗 って 行 っ たの ね
。｣

かあ き

｢だ れ の こ と?｣お 母 さ んが 聞 き

ま した。

う
｢マ リヤ の こ と

,イ 土 ス さ』ま を生 ㍉
まえ の

む 前 の 。 ロバ に乗 っ て,ベ ツ レペ み
みち たび

までの道 を どうや って旅 したのか し
なか おお き ぶん よ じ

ら。 お 腹 が 大 き くて,気 分 も良 くな

か っ たん で し ょ う。｣

かあ め

お母 さんは 目になみだ を うかべ,
たいへん

｢き っ と大 変 だ った で し ょ うね｣と

い かみにんぎょう み

言 いなが ら,紙 人形 を見つめ ました。
あいだ

しば ら くの間,ふ た りはだ まって
か あ つ た

いました。'お母 さんは｣ほ ほ を伝 う

なみだ をぬ ぐっていま した5
あか

｢マ リヤ と ヨセ ブ と赤 ち ゃん の イ`

ちか セ かん

エス さまの ことをとって も近 くに感
い ま コ ちか

じ るの 。今 まで よ り も もっ と近 くに
いちばん

よ。一番す て きな ク リスマ スになる
おも

と思 うわ。｣
あさ とう へ や はい

朝 がた,お 父さんが部屋 に入って
き かた

来 て,ブ レアナの肩 をそっ とたた き

ました。
お

｢ブ レ ア ナ
,起 き な さ い。 と う と

ねえ

うお姉 さん になったのだ よ。一
お

｢な あ に
。〕 ブ レアナ は とび 起 き ま

した。

ー
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も し･く っ をはいたガ チ ョゥやサ
ングラスをかけ たウシ,そ れに

あ

ズ ボ ン をは い たお しゃれ な ロバ と会

っ た ら ど うで し ょ う。 び っ く りす る

せかい じゅう

か な。世 界中を まわってみ る と,そ
どうぶつ で あ

ん な動物 たちに出会 うんです よ。へ

､み

んて こなかっこ っに見 えて も,そ れ

にはちゃん とわけが あるんです 。

た とえば,ポ ー ラン ドでは とて も
たか ひゃ くしょう くるま

ガソ リンが高 くてお百姓 さんは車が
か

買 えませ ん。ですか ら,ガ チ ョウ を
いち ば はこ とき あ る

市場に運ぶ時は歩かせ るしかあ りま
のうじょう いち ば とお

せ ん。農場 か ら市場 までは遠 い し,
みち

おまけにで こぼ こ道 ときてい ます。
ひ ゃくしょう

それで,お 百姓 さんは,ガ チ ョウに

ど う ぶ つ

おか しな動物 た ち

マ リ ー･プ リン グ ル

で

くつ をはかせ てか ら出か けるのです。

ガチ ョ.ウの くつ は とて もか んたんで
かね

す。お金 もほ とん どかか りませ ん。
うえ ある

あたたかいター ルの上 を歩いて,そ
うえ ある

れか らす なの上 を歩けば,そ れでで
いち ば

きあが り。 この くつ をは け ば,市 場
とお みち あ る へい き

までの遠 い道 を歩いて も平気 です。
っ く みず

ター ル とす なで作 った くつが,水 か

きをしっか りまもって くれ るのです。
つぎ

さて次は,サ ングラス をかけたウ
とうじょう そうげん ち たい

シの登場です。 ロシアの草原地帯に
す

住む ウシた ちは,サ ングラス をかけ
い ちねん はんぷん ゆき

て います。 ここは,1年 の半分 が雪

でおお われて いるので,ウ シた ちは
しょくりょう くさ み

享黎驚難 鱗;凝 ダ
ひか り ゆき はん み

の光が雪に反 しゃして,見 るこ とが
はな メ

で きません。 そ うな る と,ウ シは鼻

に たよるほかあ りませ ん。 こんなわ
たす

け で,か わい そ うな ウシた ちを助け

て あげ.るこ とにな ったのです。
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じまつじつせい と きょうかい だい に だい め だい ちょう

末 日聖徒イエス･キ リス ト教会の第こ代 目大かん長ブ
きようかい りつしゃ しゆう

リガム･ヤ ングは,教 会のそう立者であ り,イ リノイ州
う こ ろ あ と

カーセージで殺されたジョセフ･ス ミスの後をつぎまし
ねん ひと し しゃ

た。そ して,1844年 に 人び との指 どう者にえらばれ,ま
ヲ コ ね ん が つ に ち き ょ う か い だ い ち ょ う

.た1847年12月27日 に教会の大かん長 にな りました
。

ぞ騰
聴

≠=購 に

き季は
､のなま
け者について

はな の
話 しているの。

･･も'短 〃･

.『､ぞ ㌃

;自≦ 目･

ψ 母
'ψ 血 〉･･

ク イ ズ 蔦菌の音奢諾 をむすんでください。

1.ケ ソ ン シ テ ィ ー
とうきよう

2.東 京

3.ウ ェ リ ン ト ン

4.ジ ャ カ ル タ

5.ナ ッ ソ ー

a.イ ン ドネ シ ア､

b.'フ ィ リ ピ ン
しよとう

c.バ ハ マ 諸 島
に つぼ ん

d.日 本

f.ニ ュ ー ジ ー ラ ン ド
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日々の恵 み

警告のロ笛

フ ェ ン トン ・ホ イ ッ トニ ー

私 は赤茶けた巨大な岩に向か・て恐る恐
る馬車を進め ました。そこで馬を休め

て昼食をとるつ もりでしたが，凶暴なクエ

ンホー とい うインデ ィア ンが岩影に潜んで

いるかもしれ ません。時は1925年 ， 経済的

に苦 しい時代で した。私はわずかな収入を

得 るために郵便物 を自分の馬車に積 んでネ

バ ダ州のセン トトーマ スからバンカー ビル

の山々に至 るこの道を何度 も往復 しました。

パイウー ト・インディアンは友好的で平

和 を愛 してい ますが， クエンホーはいずれ

の種族に も属 さない凶暴なインデ ィアンで

した。 この地.方の人々は， クエンホーの襲

撃に恐れをな しています。私は不安や恐怖

と闘いなが ら，厳 しい2月 の風に身震いし

ました。

その 日の朝早 く，愛する妻のレティーは

幼い娘 を抱 きかかえて，涙なが らに私を見

送 りました。「フェン トン，インディアンを

見かけた ら，す ぐに引き返 してね。お金 も

必要 だけど， それ よりもあなたの方がず っ

と大切なの よ。」

私は妻 に約束 しました。 しか し，山々を

目の前に した今，仕事 を引き受けたことが

果たして賢明だったのだろうか と考 えてい

ました。家族 のために新 しい家 を建てたい

という夢が私 を駆 りたてたのです。セン ト

トーマス とい う町には20世 帯の末 日聖徒が

住んでいますが，それぞれ農場や牧場を営

んで勤勉に働 いています。私はその町 とそ

こに住む立派な住民に深い愛着 を感 じまし

た。そ して，家族 と将来私たちの家庭に恵

まれ る子供たちのために平和で安全な場所

を築 こうと決心 したのです。

ゆ っくりと坂道 を上 るにつれて，馬の息

遣 いが荒 くな りました。正午 の休息 と餌の

からす麦 を待 ちかねている様子です。私は

道に残されたわだちが最近の ものか どうか

丹念に調べ，遠 くに目を凝 らして人や馬の

姿 を捜 しました。それか ら赤茶けた大きな

岩の下 で火をたいて体を暖め ましたがクエ

ンホーへの恐れは少 しも消えません。

再 び出発の準備 をしようと水桶の上に寝

袋 を置き，身支度を整えました。この時節

には，柔 らか い毛布で作 った寝袋は欠かせ

ませ ん。 このほか温かい食事 を作る時に使

う金属製の鍋や， 食糧 として小麦粉， ビス

ケッ ト用のイース ト，その上にかける南ユ

タ産 の糖 みつ，干 した果物， それに少しの

豚肉 を持 っていま した。
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不安 な思いは一時 も私か ら離れ ませんで

した。前方に続 く細い道 を上 り始め る前に

私はもう一度辺 りを見回しました。人影 は

ありません。私は用心深 くロープ を解いて

馬を走 らせ ました。荷馬車の後には猿々 と

砂ぼこりがたっています。敵 の目が寂 しい

山間へ入って行 く私の上に注がれているで

しょうか。紺碧の空 とそこにぽ っか りと浮

かぶ白い雲がいかにも平和そ うです。 しか

し，骨にしみる風は厳 しい夜の訪れを告 げ

るかのようです。私は主のみ守 りがあるよ

うに真剣に祈 りました。その時，長 く鋭い

口笛が聞こえました。私 は馬車 を止め まし

た。このようにひっそうとした場所では，

人の注意を引 くために鋭い口笛 をよく使い

ます。周囲 を見渡 しましたが， だれ もい ま

せん。私は馬をつな ぐと，荷馬車の..Lに登

り，峡谷の方に目を向けました。すると，

峡谷の奥に寝袋が転がっていました。水桶の

上か ら転が り落 ちたのです。私 は不安のあ

まり，寝袋 を水桶の上に置いたまま，すっ

か り忘れていたのです。この寒い山間で寝

「今 も予 言 者 が い ます 」と
，

彼 女 は言 い ま した

ロ ザ リ ン ド ・ジ ョ ー ン ズ

私 が初めてこの瀦 について聞いたのは・

病院で夜勤をしていた時で した。数人

の職員がある晩，宗教の話 を始めました。そ

れぞれ違 う宗派で，当然のことなが らみん

なが自分の教会は真実だ と考 えていました。
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袋な しに一夜 を過 ごすとなれば，大変なこ

とになっていたでしょ洗，だれかがそのこ

とに気づいて，私に知 らせて くれたのです。

私は寝袋 を拾い上げてから，岩の上に登

ってみました。 しか し人の姿 も見えなけれ

ば，何の物音 も聞こえませ ん。 しだいに，

あの 口笛が どこから聞こえたのか分か って

きました。私はへ りくだり，感謝の気持ち

に満たされて馬車に戻 りました。恐れはす

っか り消 え去 り，落ち着 きを取 り戻 し，私

は穏やかな平安 「とうてい測 り知れること

のできない神の平安」(ピ リピ4：7)に 包 ま

れていました。主が見守 って下さっている

のです。地上に落ちる一羽のすずめに も，そ

してたったひ とつの寝袋に も，主はみここ

ろを留めておられるのです。

その夜，杉の枝の上に寝袋 を広げて，木

木の間を吹 き抜ける穏やな風を伴.奏に私は

心の中で歌 っていました。星が耳.元で 「神

は近 くにお られ ます」 とささやいているよ

うで した。聖きみたまの平安 と神の愛に対

する証が私の心 を満た していました。

私は全部の教会が正 しいはずはないと思い

なが らも，神 とキリス トを信 じさえすれば

どの教会に行っているか とい うことは問題

でないと， 自分の意 見を述べ ました。

私 はそれまで15年 ほ どプロテスタン トの



教会 に通ってお り，聖書の教えを自分な り

に理解 して従お うと.努めていました。ある

日教会の牧師さんが，神はもう予言者を通

じて御 自身を啓示 されることはない，ただ

聖書 によるだけだとお っしゃったこ とがあ

るのですが，それ を聞いた時，みたまが他

の入に聞こえると思われる くらいはっきり

強 く，「それは違 う」 と私 に告 げ ま した。

しか しどういうことなのか わか らなか った

ので， そのことはだれに も言いませ んで し

た。

病 院での宗教の話の時，ひとり勇気のあ

る看護婦 さんが，教会を導 く長 として予言

者がいるか らモルモン教会が真実だ と発言

しました。「この現代 とい う時代 に予 言者

が?」 私は尊大に考 え，信 じられない とい

う気持ちを彼女に示 しました。

す ると彼女は 「証明できるんですよ」と

言い，私に1冊 の本 を貸 して下 さいました。

モルモン経で した。私はその本 を読んで驚

き，読み進む うちに，聖書 を読んだ時 と同

じよ うな燃えるものを胸 に感 じました。 そ

してこの本が真実かどうか，永遠の父なる

神に問いなさい とい うモロナイの勧告 を読

んだ時，そうしてみようと決意 しました，，

主が答えを下 さるほ ど私のことを心 にかけ

てい らっしゃるとは まるで考えず， ただ神

とイエスを信 じていたか ら祈 ったのでした。

その晩私は夢を見ました。 目の前に聖書

と金版があ りました。金版は太陽の ように

光 り輝いています。私は夢の中で，両方の

書物が正 しいこと，で も金版の方が聖書 よ

りもっと確実 で純粋な ものであることを知

りました。 目が覚めた時，その夢が証 とな

っていました。それか らその看護婦 さんは

「教義 と聖約」 を貸 して.下さいました
。そ

れも読 み通 しましたが，近代になってこん

なにた くさんの.真理 を受けてきた教会なの

であれば，ぜ ひ入 りたいものだ と思 うよう

にな りました。

私は， 自分の見た限 り白人ばか りの教会

で，黒人の私が どう受 けとめ られるか見当

もつかないまま，末B聖 徒 の礼拝に出席 し

ました。ただ，真実の教会だと思 うか ら出

席 したのです。で も皆さんはとても温か く，

愛を もって親 しく迎 えて下 さい ました。

私 はふた りの立派な女性宣教師か ら6回

の レッスンを受け ましたが，その後夫が私

の生活一.ヒの変化 を理解できな くてバプテス

マ を許 して くれませ んで した。 キリストの

教会 と知 りなが らそこに入ることができな

いのです。 とて も悲 しい毎 日でした。それ

か ら8カ 月 くらいして，私は以前の教会に

もう行 くまいと決心 しました。たとえバプ

テスマが受 けられな くても，断食をし，祈

って，末 日聖徒の教会に捧 げ物 をしようと

思 いました。

それか ら1年 ほど経ったある断食 日曜 日

のことです。夫が私にバプテスマ を受けて

よい と言って くれました。その 日と，そ し

てバ プテスマの日は，私の生涯で最 も幸せ

な 日でした。モルモン経 を見せて下さった

あの看護婦 さんに，感謝の気持 ちはいつま

でも消えないでしょう。私に永遠の生命に

続 く道 を教 えて下 さったのです。終わ りま

で忠実に耐 え忍ぶな らばやがて神の王国に

住む ことがで きることを，私は知っていま

す。
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愛がなければ
私たちはむなしい

マ リア ー ン ・マ イ ア ー .ズ

6カ 月間の研修のために聖地 イスラエル
を訪れた時，私はひとつ固い決心 をし

ました。この6カ 月の問に，本当の意味で

霊的な女性になろう， とい う決心です。数

ある目標の中で，私の一番大切な 目標はキ

リス トを知 るとい うことで した。でも， ど

うしたらそれを達成することができるので

しょう。私はキ リス トがかつて住 まれた地

に立ち，主の歩 まれた野山を眺め，主がた

とえ話の中で取 り上げられた自然界の万物

に目を向けてみました。次第に私に もこの

地の様子が分かってきましたが， まだほん

の一部分にす ぎません。私は この地に着い

た時よりももっと救：い主について知 って帰

りたい と思いました。

数週間の うちに，私は自分な りに立てた

すべての 目標について働 きかけを始め まし

た。真剣に聖典 を学び，教師の話に耳 を傾

ける時，私はみたまを感 じて胸が熱 くなる

のを覚えました。でも， イエス ・キ リス ト

を知るという目標 だけは何 として も達成 で

きそうにありませんで した。 そんな時，私

はへんぴなアラブの村を観察調査 し，そこ

で奉仕活動 を行な う団体に加わることにし

ました。村入の栄養や健康，公衆衛生につ

いて援助するのです。

最初に訪れたのはある難民キャンプで，

私はそこで体重が5キ ロにも満 たない1歳

の女の子の世話 をしました。おびえたしわ

だ らけの体の女の子 を抱きかか えた時，私

は悲しみに心が沈み，こ う叫びたい くらい

で した。「教 えて，あなたのために私 に何が

で きるの。：喜んでそれをするわ。」私が女の

子の小さな足首や 人形の ようなつ ま先 をな

でおろす と，母親は私の心の内を読み とっ

たかのよっでした。そ して女の子 を自分の

手に取 り，母親 らしい仕草 でその子 を抱き

締めたのです。その光景を見ていた私の目

に，女の子の きらきら輝いている瞳が飛び

込んできま した。暗 く冷え冷えするア ドー

ビれんがの家で，た とえ生 きるための基本

的 な必要が満たされていな くても，家庭の

中に愛 と希望があったか らで しょう。

私はそこに腰 を下 ろし，私 たちが生活の

中で忘れてはならない最 も大切なことは，

互いに愛し合 うことなのだ， と思 いました。

イエスは弟子 たちに こう言われ ました。

「わたしは
，新 しいいましめをあなたが

たに与える，互に愛 し合いなさい。わたし

があなたがたを愛 したように， あなたがた

も互に愛 し合いなさい。

互に愛 し合 うならば，それによって，あ

なたがたがわたしの弟子 であることを，す

聖地での研修を通して私は霊的

にとても成長できたと思います。

私は自分にとって最も大切なこ

とは何であるかを，へんぴなア

ラフのある村の小さな家庭で学

びました。
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べての者が認め るであろ う。」(ヨ ハ ネ13：

34-35)

こ う して私 は少 しずつ生活の中で救い主

を身近に感 じることがで きるようにな りま

した。

岩 はだのごつ ごつ した道やアラブの村々

が点在する丘を歩いていると，近 くの小川

か ら家族 の飲み水 を頭の上にのせて運んで

いる婦人たちを見かけ ます。これは， イエ

スの時代か ら変わ らずに続いている婦人た

ちの仕事 のひ とつです。私たちが通 りすが

ると，子供たちが群が り，見知 らぬアメリ

カ人を目で追 うのです。

私 たちの訪問はアラブの家族か ら，いつ

も温か く歓迎 され ました。村人はこれ以上

の親切な もてな しはない というほどの迎 え

方です。私 たちは小さな子供たちの体重 を

測定 します。私は片言のアラビア語で， こ

んにちは， あ りが とうと言 うよう努力 しま

した。しか し，村人 と目が合 うたびに，私

はこのような人々をまだ まだ十分 に愛 して

いないこ とに気づ くのです。私が 自分のプ

ライ ドを完全に捨て切れないでいるか らで

す。 そういった心のわだかまりを完全に捨

てて，深い愛 を示 したいと思いながらも，

どうしてもそこから抜け出す ことができな

いのです。

ちょうどその頃，私たちのガイ ドを務め

ているアラブの女性について， とて も興味

深いことを発見 しました。村の婦人たちは

すべて立ち止まって彼女に心温まるあいさ

つ をします。中には彼女 を抱 きしめて愛 と

友情 を伝 える婦人 もたくさんいます。私は

ガイ ドの女性 に言いました。「ここの人たち

はあなたのことを心か ら愛 しているのです

ね。」

彼女は うれ しさを隠 しきれない様子でこ

う答えました。「マ リアーン，それは私が彼

らを心か ら愛 しているからです。」私はうな

ず くだけで言葉が出ませ んで した。彼女は，

私がその言葉の陰にある意味を考えている

こ とに気づ いていたようでした。
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ある 日，私たちは曲が りくね った道の突

き当た りにある，丘のすみ の家 を訪れ まし

た。石造 りの小 さなその家に向かって歩い

ていると，家族全員が私たちを出迎 えて く

れました。父親は，私たちに英語で 「こん

にちは」 とあいさつ しようと懸命でした。

あいさつがすむ と彼は恥ずか しそ うな笑い

を見せ ました。私は彼の熱意に思 わず 「と

ても上手です。温かい心遣 いをあ りが とう」

と言 っかの よっに，彼の手を取 りました。

彼の妻はマッ トを取 りに行 き，私たちに

差 し出して くれ ました。私たちがそれぞれ

の場所に座 を占め ると，子供たちが集まっ

てきました。もじもじしなが ら，私のそば

に寄ってきた小さな男の子 は，幾度か哀願

す るような鼻声 とかん高い声 を上 げました。

アラブの栄養士が手で合図 して くれた とこ

ろによると，その男の子は 「普通の子」では

ないということでした。知能が遅れていた

のです。 そうだ と知 った私は，私の愛をそ

の子に伝 えるために手元に引 き寄せま した。

私はその子 をしっか りと抱 きしめて，ほ

お を伝わる涙 を抑えることができませんで

した。この家族は，私たちが これ まで訪問

した中で一番貧しい家族 でした。で も私は

彼 らが貧 しいから涙したのではあ りませ ん。

そのアラブの家族 を愛 していたか らです。

私の周囲には りめ ぐらされていた壁が取 り

はずされ，胸が一杯になって泣けてきたの

です。

キリス トが示 された愛とはこのような も

のではないで しょうか。

「この愛はキ リス トの純粋 な愛であって

……神が御子イエス ・キリス トに真に従

う者たちに一人のこらず与えたもうたこの

愛で自分たちの胸を満すためにあ りたけの
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心 をつ くして御父に祈れ。これはまた，あ

なたたちが神の子 らとなるためである。神

の現われた もう時には神 をそのあ りのまま

の姿で見 るにちが いないから，その時には

神 に似た者になることができるためであ り，

また私たちも神のように清め られ ると言 う

望み を持たんがためである。」(モ ロナイ7

：4748)

私 は飛び上がって喜びの声 を上げたい く

らいで した。 イスラエルのあるア ラブの村

のマ ッ トの上で，私は救い主にさらに近づ

く方法を見いだ したか らです。その時私は

何 と清らかな気持 ちになったことでしょう。

私はいつ までもその気持 ちを持 ち続けたい

と思っています。

老いた彼 らの祖母が私の横 に腰をおろし

ました。彼女は私の愛 を感 じ取ったのでし

ょう。私 を抱 きしめ，ほおに何度 もキスし

て くれ ました。た とえ言葉に出さな くても，

その部屋 には愛が満 ちあふれていました。

私はこの家を去 りがた く思 いました。そ

れ程 この思いにいつ まで も浸っていたかっ

たのです。私が， もしこの丘 に足を踏み入

れず，この ような愛 を抱 くこ とができなか

ったとしたらどっでしょっ。主は， この愛

をすべての人に捧げるよう祈 りなさい， そ

うすれば主のようになれ る， と私たちに教

え られなかったで しょうか。私はこの愛 を

通 して聖め られたのです。

私は今，口論 した り，軽率な判断 を下 し

そ うになった りする時に，ア ラブの女性の

言ったこの言葉を思い出すようにしてい ま

す。「マ リアーン，彼 らが私を愛 して くれる

のは，私が彼 らを心か ら愛しているか らで

す。」



愛 の贈 り物

エ レン ・ジエ ンセ ン

ジ ョイ ス ・M・ ジ ェ ンセ ン

「どうしたのか しら
，これ。」私は寝室に

入 り，化粧台の上に置かれた花 を見て思わ

ずつぶや きました。緑色の コップに黄色の

リボンで飾 り付け をした花びんは簡単な物

でしたが， その中にいけられた赤いビロー

ド製のバラの花は， ひと目見て苦心の作で

あることがわか りました。

15歳 になる娘のエレンが前にこれ と同 じ

ような物 を造 っていたことは知 っていまし

たが， いつ も友だちへの贈 り物などに して

いました。 どうして私の ところへ と不思議

に思いました。め ったにないことなのです

が，その日はエレンと口論をして しまって，

心 の中には まだわだかまりが残っていたの

です。

私にあてたメモがあ りました。何が書か

れているのか と開けてみ ると……

「お母 さん
，これはただのつ まらない造

花にしか見えないか も知れないけど，それ

で もきれいで しょう。本物のバ ラにしなか

ったのは理由があるの。本物のバラだ とか

れてしまうけ ど，これだった らいつ までも

同 じ，かれた りは しないわ。お母さんへの

私の気持 ちも同 じよ。お母 さんのこと，愛

してない ように見えることも，た まにはあ

るか も知 れないけ ど，本当は大好 き。

このバラはほこ りがついて も，吹いて落

とせ ばもとの ように きれいになるわ。お母

さん と私がけんか をした時 も同 じよね。ほ

こ りを吹 き落：として しまえば，ふた りの間

も見違 えるようにきれいになるわ。お母さ

んのこ と好 きよ。これか らもずっ と。」

涙がほほをつたいました。私は自分の方

か ら謝 りにいかなか ったことを恥ずかしく

思 いました。娘の方か ら謝ってきたのです。

そ して，仲たがい したふたりの間をきれい

に して くれただけでな く，愛のプレゼン ト

までして くれたのです。

今 でも意見の食い違 うことがよくあ りま

す。でも今では，そのほこ りが本当に取 る

に足らないもので， それをす ぐに吹き飛ば

して しまう方法も身につけました。もしそ

の ようなこ とがあった時は，相手 を理解 し

思 いや る気持ちを心に抱いて寝室へ行 き，

あのバ ラにかかったほこりを吹 き落 とすの

です。
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私 はあの時18歳 て高校 の3年 生てした・
これまてたいして区もこともな く， 自

分の署い通 りに進んてきたよっな気かしま

す。友達に も恵まれ， スホー ノの素晴bし

さも知 りました。翌年 はカ リフォルニア大

学のバー クレー分校に進学力決 まっていま

した。大学の方力bは すてに入字許可書か

届いていましたかb問 題はあ りませんて

した。

その頃，私は春に行 なわれるスヒーチ

コノテス トのことを考 えていま した。 きっ

と優勝してみせ るといり音気込みていまし

た。話のテーマは 「親子の断絶は本当にあ

るのカ」 といっことてした。私は，審査員

の好むよっな話 を考えていました。そ して
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案の走， カレノとい っモルモ ノの女の子 を

敗って優勝 しました。

私は審査員力望もよっなことを言ったか

b勝 ったのてす。 しかし，私のL・の中ては

教会の教 えに基ついたカレノの話の方かは

るかに内合力あるよっに 曽われました。 カ

レノの話は素直な信仰・Lの中に私 を包み込

んてくれ ました。 こっして私たちはす くに

友達になったのてす。

お互いに知 り合 っにつれ，私たちの会話

は激 しさを増 し，時には議論に まて発展す

ることか ありました。私か科字について話

す と，カレノは一生暫命に宗教 を弁護す る

のてす。 そんなわけて 話 し合いはいつ も

彼女に とって不満 足な ものて しかあ りませ

んてした。

そんなカレノに不セといっ友達かいまし

た。彼女 とは学校て会 ってもあい さつを交

わす程度てしたか 私かカレノと話 してい

る時にそはて よく恥 いていました。

不セは 自分力末 日聖徒てあ ることをこれ

まて私に直接に言 ったことはあ りません。

ある日 私か図書館て勉強していると 彼
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そのように私の気持ちを押し留

めているものは，禾遠進歩の原則

だったのです。私はこう言いまし

た。「そんなことはあるはすがな

い。入が神によって造られ，神の

ようになるなんて。」

浮かぶ 多くの宗教上の問題につ いて話 し合

っこ とができました。のちに，彼女はこう

言いました。「私の意見 を聞いても笑わない

人と話 し合ってみたかっただけ です」 と。

私が，た とえば死後の世.界のよ うな問題に

ついて 自分の考えを述べ ると，彼女が それ

に対して自分の信条 を語 るのです。その 自

信たるや驚 くほ どです。彼女が末 日聖徒で

あると知 ったのは，それか らず っと後のこ

とでした。

その頃には，私 たちは本当に楽 しく語 り

合 うことができました。私は次第に昼食を

ネセや彼女のモルモンの友達 と一緒にする

ようにな りました。彼 らが周 りにいるだけ

で，雰囲気が明 るくなって くるのです。
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タバコは吸わず，人の悪 口は言わず，悪い

冗談 も話題にはなりません。ましてや，人

をあ ざけることな ど全 くあ りませ ん。お互

いの気持ちを非常に大切に します。別世界

の人々と交わっているようで，私 は楽 しく

て仕方あ りませんでした。

学年末近 くになって， カレンが私 をゴー

ルデン ・ア ン ド・グ リー ン ・ボールに誘っ

て くれ ました。私はそれが どういうものか

さっぱ り分か りませんでした。これまで教

会のダンスパーティーに出たこともない私

が，スーツを着込んで行 くなどとは!私

は教会の建物の中にある体育館 を見て驚 き

ました。

ところがその体育館の中では もっと目を

見張るようなことが行 なわれていたのです。

大人も子供 も一緒になって話 した り，笑っ

た り，ダンスを楽しんでいました。世界中

で親子の問の意志の疎通が大問題になって

いるというのに， ここに集 っている人々は

年齢に関係な く皆友達 だ。なぜだろう。

私はカレンに尋ね ました。彼女は，教会

だからと答えました。それか らカレンは建

物の中 を案内して くれました。その間も私

はカレンの言ったことをじっと考 えていま

した。その晩，家に帰 る頃，私はひ とつの

結論に達 してい ました。それは，彼 らが独

特 な人たちであ り，私には理解 できない何

か特別なものを持 っている とい うことで し

た。彼 らにはとてもすば らしいものがある

のです。

卒業 した年の夏，私はアルバイ トをしま

した。そのため，親 しくなったモルモンの

友達 ともしばらく会えな くな りました。私

はガソリンスタン ドで働 きましたが，あま



り楽 しくあ りませ んで した。一緒に働いて

いる人々の思いや りが欠けていたからです。

私は落胆し，孤独でした。

そんな7月 のある 日の午後， ネセが友達

を連れてガソリンスタン ドにや って来たの

です。私は彼女たちを見ただけで元気が出

ました。彼女たちはオークラン ド神殿で行

なわれ る野外劇で讃美歌を歌 うので，私を

招待 したいとの ことで した。

私はその夜の ことを忘れ るこ とができま

せ ん。生まれて初めて ジョセブ ・ス ミスの

話を聞 き，末 日聖徒の歴史を知 り，彼 らに

対す る尊敬の気持ちがわいて きました。式

典 の最後に，人々は立 ち上がって，「主のみ

たまは火の ごと燃え」 を歌 いました。私は

その歌の歌詞を知 りたい と思いました。一

緒に歌いたかったからです。私の心の中は

尊敬 と愛の気持 ちで一杯にな りました。

人々はゆっくりと家路につ きました。私

は駐車場 に立って，神殿を見上 げました。

その時心の奥底 で， いつの 日かあの建物の

中に入るだろうとい う声が聞こえました。

秋にな り，ネセはブ リガム ・ヤ ング大学に

入学す るために行ってしまい，私 もカルフ

ォルニア大学に入学 しました。再び，孤独

なさびしい毎 日でした。ネセか らはいつ も

週に2，3回 定期的に手紙が届 きました。

私は彼女にモルモンになった理 由を尋ね ま

した。する と，封筒一杯に入った次の手紙

には，不活発な家族の中にあって活発に教

会に出席 し，力強い証 を維持 してい くこと

の難 しさについて連綿 とつづ られていまし

た。

私は教会に行 ってみ るこ とに しました。

だれ も教会 に行 くように勧めて くれたわけ

そうだ!そ うして考えてみる

と，すべてがよくわかる。……

「そうだ。そうだったのか!」

私は飛び上がって駆け出したいく

らいでした。

このようにしてジョセフ ・スミ

ス記念館の階段の所で，みたまが

私に働きかけ，福音の計画につい

て私に証して下さったのです。

ではあ りませんから，これは勇気のいる決

断でした。 とにか く自分で行 ってみるしか

ない と考えたのです。

教会の入口の扉に手 をかけなが ら，引き

返そ うか と考えた りもしました。私はそっ

と礼拝堂に入ると，あいていた後 ろの席に

すばや く腰かけ ました。知 っている人はだ

れかいるだろうか。私は礼拝堂の中を見回

わしました。

すると， どこか らともな くカレンが現わ

れて，私 に握手 を求めてきました。「お早 う，

デ ビッド。」彼女はにこにこ しなが ら言 い

ました。それか らはもう心細 くあ りません

でした。カレンは私 を教会員たちに紹介 し，

クラスへ案 内し，そしてずっと私 のそばに
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いて くれました。

私は，クラスで私が出した質問に対する

彼らの受け答えに深い感銘 を覚 えました。

それだけでな く，教師のボラス姉妹はわざ

わざ私に感謝の言葉 を述べに来て くれたの

です。「あなたのお陰で，とて もよい話 し合

いができましたわ。」私はこれほど温かい気

持 ちを感 じたことはあ りませ んで した。

しか し，私はまだ教会員が話す ような霊

的な証 を持 ってい ませんでした。私は教会

が好 きで した し，そこで教えてい ることも

信 じることができました。 しか し，教会が

真実かどうか分か りませ んで した。それで

もとにか く，集会には出席 し続け ました。

それか ら1カ 月後，ネセが私にブリガム ・

ヤング大学に来るように誘 って くれたので

す。私は待 ってました とばか りにプロボに

飛んで行 きました。ネセは自分の家の庭で

も案内するかのように学校のことをあれこ

れ と説明 して くれ ました。 また， キャンパ

スを歩きなが ら，私 たちの話 したこととい

ったら宗教のこ とばか りでした。私の頭の

中には，高校時代に図書館で語 り合った時

のように，疑問が次々にわきあがってきま

した。依然 として教会のことがおぼろげに

しか理解できなかったのです。

そのように私の気持ちを押 し留めている

ものは，永遠の進歩の原則だったのです。

私はこう言いました。「そんなことはあるは

ずがない。人が神によって造 られ，神のよ

うになるなんて。」

私たちはジョセブ ・スミス記念館の前に

立っていました。ネセは しば らくしてこう

言いました。「デイブ，私たちは肉体が造 ら

れ る以前に，神の霊の息子，娘 として創造
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されたのよ。私たちの一部である霊は天父

か ら直接与えられたものなの。」

そうだ.ノ そうして考 えてみる と，すべ

.てが よくわか る
。私は思わず大声で笑い出

してい ました。喜び を抑えることができな

かったのです。頭の中で，教会の教えの複

雑 な糸が少 しずつ解けてゆ くのが よくわか

りました。「そ うだ。 そうだったのか./」私

は飛び上がって駆け出 したい くらいでした。

このようにしてジョセブ・スミス記念館の

階段の所で，みたまが私に働 きかけ，福音の

計画について私に証 して下さったのです。そ

の時，私はこの教会に入ろうと思いました。

しか しまだすることがあ りました。モル

モン経 を読み，祈 り，宣教師のレッスンを

受 けなければなりませ ん。けれ ども， あの

瞬間か ら私の生活は変わりました。真理 を

知 り， 目的 を見いだし，人生で何 をなすべ

きか を教 えられたか らです。それか ら5週

間後に，私はバプテスマ を受けました。

そして1年 半の後，私がいつか オー クラ

ン ド神殿に参入す る日が来ると感 じたこと

が現実のもの とな りました。伝道に出る一

週 間前にエンダウメン トの儀式を受けるこ

とがで きたのです。

伝道 を終えて帰 って きた私は，図書館で

の語 らいに始 まった旅を，ネセ と一緒に永

遠 に歩み続ける決心 をしました。 そして私

たちはプロボ神殿 で結婚 しました。

私は妻の姿 を見るたびに，「私の意見を聞

いても笑わない人と話 し合 ってみたか った」

という強い信仰 を持ったひ とりの女性に会

えたことを，主に感謝せずにはいられませ

ん。彼女は私の心 を揺 り動か し，私の人生

を変 えて くれたのです。



人 生を振 り返・て・決定 を下すのに時間

がかかったもの を思い起こしてみる と

ひ とつだけ他の どれ よりも目立 っている も

のがあ ります。それは，「伝道に出るべ きだ

ろうか」 とい うことです。両親は出るよう

に望んでいました。 また監督は，出るべ き

だ と言いました。友達の中には伝道 に出る

者 もいましたが，そうでない者は，止めた

方が いい と言いました。彼 らは，「考 えてみ

ろよ，楽 しみが な くな るんだぜ」 とか，

「学校は どうす るんだい」「ガールフレン ド

は」 とか言 うのです。そ う考えると，あま

りに も多くの もの を失 うような気が して，

2年 間はあきらめ られないと思 えて くるの

です。一体 どうした らよいので しょう。

もし，皆 さんの中にこれ と同 じ決定に迫

られている人があれば，私 は，皆 さん自身

の心 に尋ねてみるようにお願い します。主

は，皆 さんの心 を通 して語 りかけられるの

です。「汝の智 と情 に告 げん とす」(教 義 と

聖約8：2)と 主 は言っておられます。周り

の声には耳をふさいで下さい。それは，簡

単にあなた を主の道か ら引き離してしまう

のです。

キンボール大管長は，「若者はすべて伝道

に出るべ きである」と言っています(『 全世

界に出て行って』「聖徒 の道」1974年11月 号，

p.483)。 大 管長はまた，すべての人が伝道

に出たい という強い望み を抱いて成長すべ

きである と語っています。そのようにすれ

ば もちろん，19歳 になる前に決心がついて

いるわけですか ら， それほ ど難 しいことで

はないのです。私は，キンボール大管長が

予言者であることを証 します。大管長は，

主に代わって私 たちに語 りかけるのです。

熱心 に耳を傾 けて下 さい。そ うすれば，あ

あなたの心に

尋ねてみなさい

七 十 人 第一 定員 会 会 員

ジ ャ ッ ク ・H・ ゴ ー ズ リ ン ド ・ジ ュ ニ ア
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なたの心が何をすべ きかを告 げて くれ るで

しょう。

なぜ伝道に出る必要があ るので しょうか。

この本質的な質問について考える時に，私

の心に幾つかの事柄が浮かんできます。確

かに答 えは簡単です。主がその ように言っ

てお られるから，予言者が繰 り返 しそれを

強調 しているか ら， また，家族や教会の指

導者， その他の人々がそう勧め るからです。

しか し，彼 らはあなたではあ りません。私

が， 自分で出ようと決心 した時，あの時は

心の底から，それこそ頭のてっぺんか らつ

ま先まで爽快 な気分になったの を覚 えてい

ます。主か ら， 自分の下 した決定が正 しか

ったとい う確信 を得たか らです。 自分でも

それが正 しい とい っことを感 じていました。

特に，その時か ら私は， 自分の ことばか り

ではな く，ほかの人々のことを考えるよう

にな りました。 さらに，そ うす ることによ

って毎 日の生活がかけがえのない ものに思

えてきました。人々に祝福 を与えるために

自らを捧げ ることは， 自分 にとって実 りあ

ることです。救い主が次のようにおっしゃ

ったのもこのひとつの理由によるのです。「ま

た自分の十字架 をとってわたしに従 ってこ

ない者はわたしにふ さわしくない。 自分の

命を得ている者はそれを失 い，わたしのた

めに自分の命を失 っている者は， それを得

るであろう。」(マ タイ10：38-39)

私 た ちに求め られているのは，救い主が

背負われた と同 じ十字架 を負うことではあ

りません。救い主がすべての神の子供 たち

に示された愛を身につけるよう望 まれてい

るのです。 もしイエス ・.キリス トが天父の

みこころに従 って十字架を背負っておられ
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なか ったら，全人類のための偉大 な贈 いの

計画は成就されなかったで しょう。 しか し，

イエス ・キ リス トがその神聖な使命を完 う

されたことによって，私たちは心か ら悔い

改めれば完全な罪の赦 しが受け られるので

す。 また，全人類の復活に伴って永遠の生

命を受 けることができます。そ して遂には，

戒め を守 ることによって， 日の光栄の王国

において天父と御子 と共に栄えある受け継

ぎにあずかることができるのです。これは，

神 のあ らゆる賜の中で最：大の ものすなわち

永遠の生命です。宣教師 として自分の十字

架 を背負う時，私たちは， どのようにすれ

ばその素晴 らしい祝福 を手にすることがで

きるかを天父の子供たちに教える尊い責任

を引き受けます。

19歳 の伝道の経験は，同胞に奉仕す る機

会 を与 えて くれただけでな く， 自分の生活

をバランスの とれた ものにする上で も大き

な価値があ りました。 これは，ほかの方法

では得 られなかった ものである と確信 して

います。また，主が私の祈 りに耳 を傾け答

えて下 さることを知 って， 自信 と主に対す

る信頼が生 まれました。神権の力 を行使 し，

私 と同僚が求道者に証する時の聖霊の力を

目の当た りに して，私の福音に対す る証は

さらに強め られました。モロナイが述べて

いる 「キリス トの純粋な愛」(モ ロナイ7：

47)に つ いて も，以前 よりずっと深 くその

意味がわか るようにな りました。その愛は，

私の心一杯に広が り，そのため私は， 自分

の心に強 く感 じている気持ちを難な く表わ

す ことができました。

さらに私は，両親に対 して心か ら愛 と尊

敬 を抱 くようにな り，彼らに対する信頼は



急速に深 まりました。それは，確かに以前

に もあったのですが，伝道に出て以来全 く

違 った もの とな りました。私は， 同胞 を愛

することを学び，心 を尽 くし，勢力 を尽 く

し，思いを尽 くし，体 力を尽 くして，彼ら

と共にイエス ・キ リス トの福音 を分かち合

いたい と望 んだのです。私は，人生におい

てあの時ほ ど福音の意味と福音が持つ力 と

を感 じたことはあ りませんでした。 また伝

道部長，同僚，そ して私たちが教 えてバプ

テスマを施 した素晴 らしい家族など，世界

中の素晴らしい人々 と友達になることがで

きました。 さらに，伝道中だけでな く帰還

してか らも勉学に励むようにな りました。

聖霊の力に よって，不思議な方法で心に助

けを得，人々を教 えることができました。

それに も増 して，静かで優 しい主のみたま

を通 して，学業や仕事，そ して 多くの祈 り

に対する答え として，イエスは キリス トで

あ り生ける神の御子であるという確信を得

ることがで きたのです。

人々の中には，伝道に出な くて もそのよ

うなことができると考えている人が 多くい

ると思います。 しか し，主はそう望んでお

られるでしょうか。私は，「若者はすべて伝

道に出るべ きである」 とい うキンボール大

管長の勧告が，すべての人々を指 して言わ

れたことであるとはっきり感 じています。

あなたの心の声に耳 を傾け， そして同胞に

奉仕する時の幸せ を見いだ して下さい。

「汝 ら
，人の値 は神 の前に大いなるこ と

を憶 えよ。

而 して，悔 い改む る人を見て彼の悦びは

如何に大いなるか。

これを以 って，汝 らは今の世の人々に悔

改めを叫ばんために召さるるな り。

而 して汝 らもし……唯一 人の人た りとも

われに導かば， わが御父の国に於て彼 と共

に汝 らの悦び如何ばか りそや。

さて，……われの許に導 きたる唯一人の

人につ きて汝 らの悦び大いならば，汝 らも

し多くの人を導 き来 らばその悦 びは果 して

如何ばか りそや。」(教 義 と聖約18：10，13

-16)

伝道 に出る決心 をす るのは，時 として難

しいことです。 しか し私は，その選択が正

しい ものであることを敬慶 な気持ちで証 し

ます。 それは，主が望んでお られ ることで

あ り，約束 と祝福に満 ちた戒めでもありま

す。一見犠牲 と思われ るようなことでも，

伝道の業を通 してもたらされ る驚 くべ き祝

福 と照 らし合わせれば，ささいなことに見

えて くるものです。主の導 きに従ってこの

決定を下す ことがで きれば，将来，結婚，

学業，就職に伴 う決定 をもっと簡単にでき

るようになるで しょう。 また，失敗す るこ

ともず っと少な くな ります。そ して，次の

神の言葉が真実 であることを以前に も増 し

て実感 できるようになるのです。「お前たち

は神の御子 でキ リス トである私 らの贈 い主

の岩を基に しな くてはならない……。瞭い

主の岩 を基 にするな らば，悪魔がその大風

を吹かせて柱のように立つつむ じ風をまき

起す とき， また悪魔の電 と暴風雨 とがお前

らを打つ とき，悪魔はお前 らに打 ち勝 って

不幸の淵 と永遠 の悲惨 にお前たちをひき落

す能力はない。な：ぜならば，お前 らの立つ

岩は堅 固であって人がその上に立つ と倒れ

ることのできない基であるからである……。」

(ヒ ラマ ン5：12)
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ク リス マス に寄 せ て

日本 ・韓国地域代表役員

菊 地 良 彦

イエス ・キ リス ト様 のお誕生をお喜び申

し上げます。

昔，ユダヤの野に野宿 し羊の番 をしてい

た羊飼 いたちに，主のみ使 いが現われこう

告げ ました。「……すべての民に与 えられる

大 きな喜びを， あなたがたに伝 える。きょ

うダビデの町に，あなたがたのために救主

がお生れになった。このかたこそ主なるキ

リス トである。」(ル カ2：911)

そ の後に天の軍勢が多 く現われ賛美の声

をあげました。「い と高 きところでは，神に

栄光が あるように，地 の上 では，み心にか

なう人々に平和があるように。」(ル カ2：

14)

一方
，西半球 のアメ リカ大陸では，ニー

ファそがその麗 しい誕生 を予言 して，その

前 日に次のように語っています。「頭をあげ

よ。元気 を出せ。予言の成就する時は近づ

きた り。今夜そのしるし現 わるべ し。われ

はわが聖 き予言者 らの口を借 りて言い伝え

たるすべての事 を必ず成就せ しむ ることを

世の人々に証明せんために明 日世の中に来

らん。」(IIIニ ー ファイ1：1314)

この イエス ・キ リス ト様は，1820年 の早

春，少年ジ ョセブ ・ス ミスの前に天父なる

神様 とともにみ姿 を現わされ ました。

こうして1830年 にすべての神権の鍵の下

に回復 され た偉大な神の王国。その王国の

会員 として私たちは今年た くさんの祝福 を

いただきました。 日本の民に神様のあらゆ

る奥義 と光が顕 わされる日が今 ここに来た

のです。2カ 月前，神の予言者 スペ ンサー・

W・ キンボール大管長はこの 日本の地 を訪

れて，東京神殿を献堂 して下さいました。

この主の宮居では次のような儀式が行なわ

れ ます。

「この故に， われ誠に汝 らに告 ぐ，汝 ら

の灌油の儀，汝 らの聖 なる洗い，死者に代

る汝らのバ プテスマ，汝 らの聖会またレビ

の子 らに由る汝 らの捧物の記念，神 よりの

交通を受 くる最 も聖 き所に於ける汝 らの神

託，汝 らの律法 と審判，啓示の始ま りと，

シオンの基 と， シオンのすべての市制の栄

と誉 とエンダウメン トは，わが聖 き名のた

めに建てよ とわが民の常に命ぜ らるるわが

聖なる宮居の儀式によりて制め らるるなり。」

(教 義 と聖約124：39)

私 た ちはこのイエス ・キ リス ト様が枕 し

てお休みにな られ る 「主の宮居」東京神殿

に参入 し，聖なる宮居の儀式にあずかれる

よう自分自身を備えなければな りませ ん。

天の軍勢が言われた 「地の上では，み心

にかなう人々に平和があるように」 という

言葉が， 日本の聖徒の中に成就 され，聖徒

の家庭に，教会に，心の中に真の平和が確

立され， とこしえに続 きますよう心か らお

祈 りいたします。

来年 は 日本の末 日聖徒の黎明期 となるこ

とでしょう。
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東京神殿

献 堂 の 祈 り

1980年10月27日(月)

大 管長 スペ ンサ ・W・キ ンボ ル

在天の御父よ，諸々の天 と地 と， また地

上の万物 を創造 したまい，完 き慈悲 と愛 と

真理に富みた もう，い と聖 き御方なる御 父

よ，汝の愛す る御子 イエス ・キ リス トのみ

名により，我 らは本 日，生ける神なる汝に

捧 ぐべ くこの神聖なる建物に会 した り。我 ら

は，汝 と汝の御子 を愛する東洋の聖徒たち

の犠牲により備え られ しこの美しき神殿を，

今汝に捧げ奉 る。

我らは，汝が この地上 に汝の生みたまい

し独 り子 を我 らの救い主 として送 りたまい

しことを感謝 し奉 る。 また，この最後の神

権時代に，汝が前世にて召したまいし予 言

者ジョセブ ・ス ミスを遣 わし，福音の回復

を得 させ たこ とを感謝 し奉 る。汝 と汝の愛

す る御子が御 自ら親 し くジョセブ ・ス ミス

に顕われ，再び諸 々の天を開 き，世に汝 と

汝の御子のこ とを知 らしめたまい しことを，

また汝の聖なる神権の権能によ り汝の教会

と王国を完全 に打ち建てたまいしことを感

謝 し奉る。

愛に満 ちたもう御父 よ，汝は我 らが，生

者 と死者のために栄ある救いの業 を行な う

場所 としてこの地上に数 多くの聖なる神殿

を建て， それを汝に捧げ ることを許したま

え り。この美 しい 日本の地に建て られしこ

の麗 しい，設備のよく整いし神殿はそのひ

とつな り。我 らはまた，現在他に10を 数 え

る神殿が建設さるる予定なること，すなわち

やがて全世 界に30に ものぼる神殿が建立 さ

れんこ とを感謝 し奉る。

聖なる御父よ，我 らは汝が末 日の予言者

たちに霊感を下 し，生者 と死者双方のため

に神聖な儀式が執 り行 なわれ るこれら数 多

くの神殿の建設 を得させたまいしことを感

謝 し奉る。

また，御父よ，汝の教会の組織が今 日完

全 なることを汝に感謝 し奉 る。なにとぞ，

汝の教会の大管長会に，汝の民が恵み と祝

福 と幸せにあずか るために必要な よろずの

事柄について，汝のみ旨とみ●こころとを示

したまえ。限 りな く発展 を続けるこの地上

の汝の王国で霊感に基づ く指導 を行 なえる

よ う，大いなる知恵を大管長会に与 えたま
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え。

汝がこの時代に全 人類への汝の予言者 と

して召 したまい，この世 で多くの歳 月を過

ごしたる汝の僕 を，愛 をもって見守 りたま

え。また，僕の寿命 を延ば し，聞く耳 を与 え，

健康 と強 さを授け， また汝の民 を導 くに必

要 な りと汝がおぼ しめす力 と賜 を与えたま

え。

汝の特別 な証人なる十二使徒 に，汝の聖

きみたまを豊かに授け， また先 を見通す力

と判断 と知 恵とを与えたまえ。

我 らの御父 よ，我 らは数 多 くの祝福にあ

ずか りしことを感謝 し奉る。世 界各国にお

いて福音の伝道の業に携わる3万 人を越え

る献身的な宣教師の故に，汝に感謝 し奉る。

なに とぞ彼 ら宣教師に知恵と信仰 と献身の

思いを授け，彼 らが世界至 る所 に住む真理

を求める人々，誠実 な心を持つ人々に福音

を伝 えることを可能 ならしめたまえ。彼ら

の働 きに喜びを，彼 らの愛の業に成功を得

させたまえ。

汝の福音の伝わる道に横たわる障害が取

り除かれ，汝の真理が全地にあまね く行 き

渡 り，汝の御子なる救 い主によ り指示され

しごとく，あらゆる国民，民族，国語の民，

人々が救い と昇栄のお とずれを耳にできる

よっ，諸々の国の為政者，全世 界の政府に

汝の感化力を及ぼしたまえ。

御父よ，汝のすべての聖徒たちの家庭に

平安 を宿 らせたまえ。汝の民の中の貧 しき

者，乏 しき者 を祝福 したまえ。未亡人や孤

児，孤独なる者，心ふさぎたる者の叫びに

心 をとめたまえ。

在天の御父よ，汝に特に祈 り奉 る。全世

界のシオンの若 人たちを祝福 し，支えた も

っよ っに。彼 らを悪か ら守 り保護 し，邪悪

な者，下心ある者たちの言葉や業から守 り

たまえ。御父よ，汝の民 をして永遠の生命

に通ずるまっす ぐな狭き道を歩ましめたま

え。足下の落 とし穴から彼らを守 りたまえ。

我 らの子供たちに， この業が神の業である

との証 を増 し加 えさせた まえ。また彼らを

清 さと真理 の中にとどめたまえ。なに とぞ

我 らをして， シオンの若人たちに，汝 の聖

なる神殿での永遠の結婚を望む気持ちを起

こさせた まえ。

教会の姉妹たち，我 らの妻，母，娘 たち

に，尊い召しと責任 を果たす気持 ちを豊か

に得 させたまえ。御父よ，汝は我 らが彼女

たちに抱 く深 き愛 を知 りたもう。それ故，

必要 な折々に，彼女 たちに知恵 と信仰 と知

識の貴 き賜 を授けたまえ。

慈愛深き御父よ， この神殿に来たる者す

べ てが謙虚な心 を持 ち，清 く汚れなき状態

で参入できるようにな したまえ。我らはこ

れらの聖徒の献身 と信仰， また清 くあらん

との決意 と努力の故に汝に感謝 し奉る。

聖徒 たちがエ ンダウメント，結び固め，

結婚，灌油，その他の儀式のためにこの聖

なる宮居に来たる時，彼 らを祝福 した まえ。

この神殿 を，祈 りの家，断食の家，信仰の

家，栄光の家，永遠の結婚の家，結び固め

の家， また汝の家，神の家 となし， ここに

おいて，生者 と死者の双方の救いのために，

汝の聖 なる救いの業を行なわせたまえ。

我 らは汝 に祈 り奉る。この神殿の神殿長

会，神殿長夫人， また儀式 を執 り行な うす

べての人々を祝福 したまえと。彼らに知恵

と，識別の賜 を授けたまえ。彼 らがこの建

物の内に聖なる雰囲気 をか もし出し，すべ

ての儀式が愛 と心温まる霊的な思 いの下に

執 り行なわれん ことを。またここにとどま

りたい との望み，度々帰 り来らんとの大い

なる望 みを聖徒たちに抱かせ ることを可能
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な らしめたまえ。.「

また保安や管理に携わる人々，機械室や

ラン ドリー，食堂， その他 この神聖 な建物

の施設で働 くすべての人々を祝福 したまえ。

また，この宮居 の建設に携わ り，その力 を

尽 くして建築の完成に寄与せ しすべ ての人

人を，汝の慈悲をもて覚 えたまえ。

我 らの聖なる御父よ，我 らはこの 日を歓

呼 をもて迎 う。汝が我 らにこの神殿の完成

を得 させ，我 らが長 らく待 ち望 み，努力 を

傾け，祈 り願い しこの 日を迎えるを許 した

もうたことを，汝に感謝 し，汝を喜びをも

てたたえ奉る。.・

今 日，我 らはこの聖 なる神殿を， これに

伴 うすべての物 と共に汝に捧げ奉 る。汝の

栄光 をこの宮居に とどめ，汝の聖 なる力 を

絶えず注ぎたまえ。我 らの救い主 なる汝の

愛する御子の とどまる所 となし， また汝の

み前に立つ天使たちが聖なるみ使 いとして

訪れる所 とな したまえ。

汝のこの宮居の入 口よ り入 り来たるすべ

ての人々が汝の力を感 じ，汝がこの建物 を

聖別し，汝の家，聖なる所 となしたまいし

を知るようになさせたまえ。

在天の御父よ，我 らは汝に祈 り奉 る。 こ

の建物の基礎 より尖塔の最先端に至 るまで

すべてを受け入れたもうよ.うに祈 り奉る。

我らは汝に祈 り奉 る。壁や仕切 り，床，

天井，屋根，エ レベーター，階段，扉，窓，

その他の通路，照明や暖房，衛生設備 に関

わるすべ ての物，またこの宮居での聖なる

儀式で用いられ る，あるいは儀式に関わる

すべての物 を聖別 した もうよ うに。 とば り

や聖壇，バプテスマ フォン ト， またフォン

トを支える牛の像 を聖別 した もうように。

家具や椅子，錠，掛け金， その他 この神

殿に見いだされるすべての設備 と付属品，
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装飾 品のすべて，塗装部分や金属部品，あ

らゆる種類の見事な木工細工，金属細工，

刺繍 品を聖別 したもうよう汝に祈 り奉る。

おお主よ，この神殿の立つ敷地を聖別 し

たまわんことを。 また塀や歩道，この敷地

に育つ樹木や草花，かん木 を聖別 した もう

ように汝に祈 り奉る。美 しき花が咲 き，す

べての人々に心温 るものを感 じさせ，平安

と安 息を深 く心 にもたらす所 となさせ たま

え。その美しさが この栄 えある神殿の業に

神聖さと清 さを加えるものとならせたまえ。

御 父よ， この建物を， あらゆる損傷か ら，

また火による破壊か ら，洪水など自然の災

害か ら，落雷から，暴風雨か ら，地震か ら，

その他あ らゆ る種類の害悪か ら守 りた もう

よう.汝に願 い奉 る。1

エ ライジャの霊 を我 らに授けたもうよう

祈 り奉 る。我 らが死者の贈いに携わ り， ま

た始祖に至 るまで，汝の聖なる神権に より

つながれ し切れ 目な き輪の中に先祖 と結ば

るよっになしたまえ。

我 らの御父 よ，我 らは汝 を崇め奉 る。汝

に栄光 を帰 し奉る。汝を拝 し奉る。 日ご と

に汝 を崇め，汝に感謝 し奉 る。我 らは汝の

御子にして我 らの救い主なるイエス ・キ リ

ス トのみ名に より，我 らがへ りくだ り願 う

これ らの嘆願 を聞き届け， この聖なる汝の

宮居 を受け入れたもうよう汝に祈 り奉 る。

汝 より授け られし聖なる神権の力により，

我 らはこの建物 と，これに属す るすべての

物 を，我 らの聖 き御父なる汝に奉献 し奉る。

而して， この宮居に汝の祝福のあらんこと

を。汝の愛す る御子にして我 らの瞭 い主な

るイエス ・キ リス トの尊 きみ名に より奉献

し，願 い奉る。アーメン，アー メン，アー

メン。
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